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地
域
防
災
力
強
化
に

消
防
団
員
数
減
少
の
壁

東
日
本
大
震
災
な
ど
の
教
訓
を
受

け
て
地
域
防
災
体
制
の
充
実
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
翼
を

担
う
消
防
団
員
に
つ
い
て
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
や
就
業
構
造
の
変
化

な
ど
か
ら
、
人
員
を
確
保
す
る
こ
と

が
年
々
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
市
の
消
防
団
員
数
は
年
々

減
少
し
、
本
年
度
は
条
例
定
数
１
０

９
０
人
の
と
こ
ろ
、
実
団
員
数
は
９

５
６
人
と
１
３
４
人
が
不
足
し
て
い

る
状
況
で
す
。

国
で
も
昨
年
、「
消
防
団
を
中
核

と
し
た
地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
に

関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

家
族
や
地
域
の
支
え
に
感
謝
し
、

迅
速
に
災
害
対
応
で
き
る
消
防
団
に

私
た
ち
市
消
防
団
で
は
、
災
害
の

な
い
「
安
全
で
安
心
な
明
る
い
ま
ち

づ
く
り
」
の
た
め
に
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
素
の
予
防
広
報
活
動
、

各
種
訓
練
、
研
修
を
通
じ
、
団
員
相

互
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
万
一
の
災
害
活
動
に
迅
速
に
行

動
で
き
る
よ
う
、
組
織
力
を
高
め
一

体
感
の
あ
る
団
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

法
律
で
は
、
消
防
団
を
将
来
に
わ
た

り
地
域
防
災
力
の
中
核
と
し
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
存
在
と
し
て
位
置

づ
け
、団
員
の
加
入
促
進
に
地
域
や

職
場
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
。

さ
ら
に
消
防
団
の
活
動
と
地
域
に
お

け
る
防
災
体
制
の
充
実
を
強
化
す
る

よ
う
掲
げ
て
い
ま
す
。

地
域
の
協
力
で
団
員
確
保
に
つ
な

げ
、
地
域
防
災
力
強
化

市
と
市
消
防
団
で
は
、
平
成
19
年

に
始
ま
っ
た「
消
防
団
協
力
事
業
所
」

制
度
に
加
え
て
、
団
員
確
保
や
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
向
け
団
内

に
「
団
員
確
保
検
討
委
員
会
」
を
設

置
。
委
員
の
若
手
団
員
の
意
見
を
取

団
員
が
活
動
を
続
け
て
い
く
に

は
、
家
族
の
支
え
が
大
切
で
す
。
団

員
や
そ
の
家
族
が
少
し
で
も
暮
ら
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
、
松
本

市
の
事
例
を
参
考
に
、
今
回
、
地
域

の
企
業
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ

き
、
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

制
度
を
通
じ
、
団
員
確
保
や
地
域
の

絆
づ
く
り
、
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ

て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
に
団
員
や
団
員
経
験

者
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
地
域
防

災
力
の
強
化
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
18
歳
以
上
の
人
で
入
団
を
希
望

す
る
人
が
い
ま
し
た
ら
、
各
分
団
で

も
勧
誘
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
各
分
団
ま
た
は
危
機
管
理
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

り
入
れ
な
が
ら
「
つ
な
げ
た
い
地
域

の
絆
・
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
制
度
化
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
市
に
登
録
し
た
事

業
所
が
、
消
防
団
員
に
対
し
て
、
一

定
の
サ
ー
ビ
ス
等
の
優
遇
措
置
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
団
員
確
保
な
ど
に

つ
な
げ
、
地
域
防
災
力
の
強
化
を
図

る
取
り
組
み
で
す
。
ま
た
、
登
録
し

た
事
業
所
に
と
っ
て
も
地
域
貢
献
や

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。（
下
図
参
照
）

手
続
き
等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
堀
金
支
所
内
危
機
管
理
課

72
・
６
７
６
９ 
72
・
６
７
３
９

特集◎地域で応援！消防団

特
集
◎
地
域
で
応
援
！
消
防
団

消
防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェク
ト
始
ま
る

市
と
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
消
防
団
員
を
応
援
で
き
る
制
度
「
つ
な
げ

た
い
地
域
の
絆き

ず
な・
消
防
団
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
７
月
１
日
か
ら
始
め
ま
し

た
。
市
消
防
団
の
現
状
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

団員カードを提示すると消防団員が
サポート店で優遇サービスを受ける
ことができます

図）サポートプロジェクト制度のイメージ

サポート店
（市に登録）

消防団員
（団員カード交付）

利　　用

優遇措置
・集客効果
・地域に貢献
・地域の産業活性化

・消防団の認知度上昇
・入団希望者増

地域と消防団の活性化
地域防災力向上

市消防団長 寺
てらはた

畑佳
よ し じ

司さん
　　　　  　（穂高有明）

サポート店登録第１号
株式会社王滝に表示証を交付

サポート店登録第１号となった
株式会社王滝（永瀬完治代表取締
役社長・松本市）に 6 月 30 日、本
庁舎で宮澤市長から表示証が手渡
されました。王滝では市内で飲食
店を展開しており、永瀬社長は「お
互いに助け合う立場、制度を活用
し、地域が元気になっていけばう
れしい」と話しました。

握手をする永瀬社長と寺畑団長

消防団協力事業所
市では、平成 19 年度から地域の防災活動に貢献

している事業所を認定しています。（7 月 1 日現在
で 52 事業所）認定事業所には表示証が交付され、
県の法人事業税・個人事業税の減免措置などの優
遇制度が受けられます。
主な認定要件
①従業員の 3％以上が消
防団員として入団し、従
業員の消防団活動を積極
的に配慮している
②災害発生時に消防団に
資材や機材などを提供で
きる

つなげたい地域の絆
消防団サポートプロジェクト・サポート店

地域の安全安心のために活動する消防団員を応
援する「消防団サポートプロジェクト」サポート
店を募集します。

このプロジェクトは、サポート店の協力により、
消防団員とその家族がサポート店を利用する際に

割引など独自の特典が受
けられる制度です。登録
すると表示証が交付され、
店舗に表示することがで
きます。（サービスにかか
る市からの費用の補てん
はありません）

地域で応援消防団！ 協力事業所・サポート店を募集します

消防団協力事業所表示証
サポート店表示証
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真剣勝負！
ポンプ操法大会では、指揮者の合

図で消火活動に必要なホース延長、
放水などの消火訓練を行います。声
の大きさ、操法の正確さ、時間など
が審査され、その点数で順位が付け
られます。

年齢も職業も違う仲間が、この日
のために、数カ月間、早朝、夜間に
練習を重ね、全力を尽くします。

家族や仲間の
支えと共に

当日、操法会場では、選手たちが、
これまでの努力の成果を出すため、
支えてくれた仲間の団員や家族の期
待に応えるため、数分間の競技時間
を精一杯競技しました。

終了後は、仲間の団員の皆さんや
家族から選手に惜しみない拍手が送
られていました。

競技を終えて
閉会式では入賞チームが表彰され、音楽喇叭隊

の表彰曲で栄誉をたたえます。閉会式後、会場に
掲示された競技結果を携帯電話のカメラで写真に
収める選手の皆さんの姿もありました。

各部門の優勝・準優勝チームが市代表チームと
して松本消防協会大会の出場権を獲得しました。

【大会結果】
第１部　ポンプ車操法
優　勝：第 9 分団第３部（穂高）
準優勝：第 7 分団（明科）
敢闘賞：第 14 分団（三郷）

第２部　小型ポンプ操法
優　勝：第 4 分団（豊科）
準優勝：第 12 分団第２部（穂高）
敢闘賞：第 3 分団（豊科）

松本消防協会主催のポンプ操法・ラッパ吹奏大会が 7 月 6 日、
塩尻市で行われました。市からは市大会を勝ち抜いた 4 チーム
と音楽喇

ら っ ぱ

叭隊が出場。結果、小型ポンプ操法の部では豊科南穂
高を管轄する第 4 分団が優勝しました。第 4 分団は 7 月 27 日、
大町市で開催される県大会に松本消防協会代表として出場しま
す。

第 4 分団では、県大会出場を目標に練習を重ねてきました。
選手で指揮者の等々力昭浩さん（豊科南穂高）は「家族や仲間
の支えがあり、大会で優勝することができました。県大会での
優勝を目指し頑張りたい」と話してくれました。

市
消
防
団

ポ
ン
プ
操
法
大
会

地
域
防
災
を
支
え
る
市
消
防
団
。
毎
年
6
月
に
開
か
れ
る

ポ
ン
プ
操
法
大
会
は
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
、

そ
の
成
果
を
競
う
一
大
行
事
で
す
。
６
月
15
日
に
開
か
れ

た
市
ポ
ン
プ
操
法
大
会
の
様
子
を
カ
メ
ラ
で
追
い
ま
し
た
。

特集◎地域で応援！消防団

第４分団が県大会へNews

優勝した第４分団の選手の皆さん
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10月12日
午前 8 時スタート

安
曇
野
の
豊
か
さ
を
発
信

来
年
、
安
曇
野
市
は
市
制
施
行
10
周
年
を
迎

え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
安
曇

野
の
水
や
自
然
の
豊
か
さ
を
発
信
す
る
た
め
、

第
１
回
信
州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を

来
年
6
月
7
日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。

こ
の
大
会
の
開
催
に
向
け
、
本
年
は
「
信

州
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
・
プ
レ
大
会
～

２
０
１
４
安
曇
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ｣

を

開
催
し
ま
す
。
自
然
豊
か
な
安
曇
野
の
景
色
を

満
喫
し
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、

現
在
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
流
を
通
じ
て
、

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
は
、
観
光
事
業

者
や
行
政
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
の
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
市
が
昨
年
度
策

定
し
た
「
安
曇
野
市
観
光
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
～
安

曇
野
暮
ら
し
ツ
ー
リ
ズ
ム
～
」
で
は
、
観
光
を

軸
に
し
た
交
流
に
よ
り
、
さ
ら
に
私
た
ち
の
暮

ら
し
を
輝
か
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。大

会
開
催
を
安
曇
野
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か

す
た
め
に
も
、
沿
道
で
の
応
援
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
、
来
訪
者
と
の
交
流
、
ま
た
、
コ
ー
ス

周
辺
の
交
通
規
制
な
ど
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

信
州
安
曇
野

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン・プ
レ
大
会

２
０
１
４ 

安
曇
野
ラ
ン
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ【コース概要】

安曇野市役所新本庁舎東側をスタート・フィニッシュ地点として、雄大な北アルプス
を背景に堰や湧水を結びます。豊かな自然景観と地域資源を生かした安曇野で暮らす
人々の魅力を発信するコースです。（広報６月号でお知らせしたコースの一部が変更に
なっています）

大会概要
●時間・場所　【開 会 式】　午前 7 時 45 分

【スタート】　午前 8 時
【制限時間】　3 時間

●会　　　場　スタート・フィニッシュ
市役所新本庁舎東側（豊科近代美術館前庭）

●種　　　目　ハーフマラソン（21.0975㎞）
●定　　　員　1,000 人
ランナー申し込み
●参加資格　大会当日 18 歳以上（高校生を除く）
●参 加 料　5,000 円
●申し込み　インターネットまたは郵便振替で申し込み（専用振込用紙は、市役所各支所で入手可）

「ランネット」信州安曇野ハーフマラソン（uhttp://azumino-marathon.com）
●申込期限　インターネット…8 月 31 日（日）、郵便振替…8 月 29 日（金）
※振込手数料は参加者負担、定員になり次第締め切ります。

●活動内容　｢スタート・ゴールの誘導｣、「ゴールでの参加賞・飲料水の配布」、｢手荷物預かり・返却｣、「コ
ース給水サービス（沿道での競技者へ飲食物等の配布）｣、｢救護所の補助｣、｢ランナー通過後
の清掃｣ など　※活動内容は変更になる場合があります。

●募集期限　8 月 29 日（金）まで
●申込条件　中学生以上で、大会当日、指定の時間、場所で活動が可能な人。事前説明会に参加可能であ

ること。（9 月を予定）日本語以外を母国語とする人は日本語の日常会話が可能であること。
その他、主催者が定める参加の注意事項を遵守できる人。

●支給物品　記念品　※食事、交通費の支給はありません。
●申し込み　市ホームページまたは各支所に備え付けの申込用紙に必要事項をご記入の上、直接、持参す

るか、郵送、ファクス、電子メールで送信してください。
●送 付 先　〒 399-8303 安曇野市穂高 6658 番地　市役所穂高支所内観光交流促進課
　　　　　　信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局
　　　　　　682・6622　mkankokoryu@city.azumino.nagano.jp

○お問い合わせ
信州安曇野ハーフマラソン実行委員会事務局（市役所穂高支所内観光交流促進課）  472・2239

▷常念岳に向かって拾ヶ堰沿いを走るコースは、
大きな魅力の一つ。

開催日

大募集！ ボランティア
スタッフ
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③
中
房
温
泉
行
き
定
期
バ
ス

問
南
安
タ
ク
シ
ー
72
・
２
８
５
５

安
曇
観
光
タ
ク
シ
ー

82
・
３
１
１
３

登
山
や
温
泉
の
入
浴
等
の
際
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

運
行
日　

10
月
ま
で
は
毎
日
運
行

（
11
月
は
24
日
ま
で
の
金
・
土
・
日
・

祝
日
の
み
運
行
）

路
線　

安
曇
野
の
里

穂
高
駐
車
場

穂
高
駅

し
ゃ
く
な
げ
荘

有

明
荘

中
房
温
泉

①
あ
づ
み
ん
・
定
時
定
路
線

問
あ
づ
み
ん
受
付
セ
ン
タ
ー

（
71
・
１
２
３
３ 

73
・
１
１
１
４
）

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
路
線
と
し

て
、
昨
年
度
、「
あ
づ
み
ん
」
は
、

延
べ
約
9
万
１
０
０
０
人
。
定
時
定

路
線
は
延
べ
約
１
万
５
０
０
０
人
の

利
用
が
あ
り
ま
し
た
。

❶
あ
づ
み
ん

受
付
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約
し
、

原
則
、
自
宅
か
ら
運
行
エ
リ
ア
内
の

目
的
地
ま
で
乗
り
合
い
方
式
に
よ
り

運
行
し
ま
す
。
利
用
の
際
は
事
前
の

利
用
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
（
登
録

無
料
）。

運
行
日　

平
日
の
午
前
8
時
～
午
後

5
時

利
用
料
金　

１
乗
車　

大
人
（
中
学

生
以
上
）
３
０
０
円
、
小
学
生
お

よ
び
障
が
い
者
１
０
０
円
、
未
就

④
信
州
ま
つ
も
と
空
港
便　

問
問
南
安
タ
ク
シ
ー
72
・
２
８
５
５

穂
高
駅
と
信
州
ま
つ
も
と
空
港
を

結
ぶ
、
便
利
な
シ
ャ
ト
ル
タ
ク
シ
ー

で
す
。（
完
全
予
約
制
）

運
行
日　

7
月
18
日
（
金
）
か
ら
8

月
31
日
（
日
）
ま
で
は
毎
日
運
行
。

9
月
１
日
か
ら
11
月
3
日
（
月
）

ま
で
は
月
・
金
・
土
・
日
・
祝
日

の
み
運
行
。（
予
約
が
な
い
場
合

は
運
休
）

路
線　

穂
高
駅
前

信
州
ま
つ
も
と

空
港

学
児
は
無
料
。
回
数
券
有

❷
定
時
定
路
線

通
勤
・
通
学
に
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
、
篠

ノ
井
線
の
駅
間
な
ど
で
「
豊
科
駅

―
田
沢
駅
」・「
穂
高
駅
―
明
科

駅
」・「
明
科
駅
―
白
坂
口
」
の
3

路
線
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

利
用
料
金　

大
人
２
０
０
円
、
小
中

高
生
お
よ
び
障
が
い
者
１
０
０

円
、
未
就
学
児
は
無
料
。
定
期
券

有
。
予
約
不
要

②
あ
づ
み
野
周
遊
バ
ス　

問
市
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

82
・
９
３
６
３

全
路
線
に
お
い
て
ル
ー
ト
上
で
あ

れ
ば
乗
り
降
り
自
由
で
す
。
乗
車
券

は
、
車
内
お
よ
び
観
光
情
報
セ
ン
タ

ー
で
購
入
で
き
ま
す
。

運
行
日　

土
・
日
・
祝
日
（
7
月
～

⑤
上
田
行
き
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

問
上
田
線
受
付
セ
ン
タ
ー

（
安
曇
野
市
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会
）

72
・
３
０
２
２

市
内
４
カ
所
の
停
留
所
と
新
幹
線

上
田
駅
を
結
ぶ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

で
す
。（
完
全
予
約
制
）

運
行
日　

予
約
に
よ
り
毎
日
運
行

　
（
予
約
が
な
い
場
合
は
運
休
）

路
線　

穂
高
駅
（
市
内
各
停
留
所
経

由
）

上
田
駅

注　

予
約
の
な
い
停
留
所
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。
上
田
駅
を
発
着
す
る
す
べ
て
の
新

9
月
は
月
・
金
も
運
行
）　

夏
季

（
7
月
18
日
～
9
月
15
日
）
は
毎

日
運
行

路
線

❶
東
回
り　

大
王
わ
さ
び
農
場
・
安

曇
野
の
里
方
面
線

　

穂
高
駅
か
ら
穂
高
神
社
、
等
々
力

家
、
大
王
わ
さ
び
農
場
、
安
曇
野

の
里
を
結
び
ま
す
。

❷
西
回
り　

ア
ル
プ
ス
公
園
線
・
ち

ひ
ろ
線

穂
高
駅
か
ら
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ

み
の
公
園
、
有
明
方
面
、
安
曇
野

ち
ひ
ろ
美
術
館
を
結
び
ま
す
。

❸
明
科
シ
ャ
ト
ル
便

穂
高
駅
と
明
科
駅
を
結
び
ま
す
。

（
大
王
わ
さ
び
農
場
を
経
由
す
る

便
も
あ
り
ま
す
。）

幹
線
と
の
接
続
に
合
わ
せ
た
運
行
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

時
刻
表
や
料
金
な
ど
の
詳
細
は
、

各
支
所
に
置
い
て
あ
り
ま
す
「
安
曇

野
路
線
バ
ス
運
行
表
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

公
共
交
通
全
般
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

県
安
曇
野
庁
舎
内
政
策
経
営
課

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０

観
光
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

穂
高
支
所
観
光
交
流
促
進
課

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

ご
利
用
く
だ
さ
い 

公
共
交
通

市
や
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
で
構
成
す
る
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
は
、
市
民

生
活
や
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
を
は
じ
め
、
現
在
運
行
中
の
バ
ス
等
を
紹
介
し
ま
す
。

通
勤
・
通
学
、
お
出
掛
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

安曇野路線バス運行表は市役所各支所、
市観光情報センター等で入手できます。

お出掛け、
通勤・通学に

Topics

リゾートビューふるさと号が
明科駅に初停車
穂高駅と明科駅間にシャトル便を運行

JR 東日本の観光臨時快速列車「リゾートビュー
ふるさと号」が、これまで停車していた穂高駅以外
に、夏の観光シーズンに合わせ、期間限定で明科駅
に停車することになりました。併せて明科駅と穂高
駅間を結ぶ、あづみ野周遊バス・明科シャトル便も
定期運行を始めました。

初日となった 7 月 4 日、市観光協会（丸山庄一会
長）主催による記念イベントが行われ、明科駅では、
乗客に観光パンフレットなどを配り、安曇野の観光
をＰＲしました。

友人と明科シャトル便を利用した塩原佳
よしはる

春さん
（長野市）は「途中下車してワサビ田を訪れてみた
いです」と話してくれました。

来年の北陸新幹線金沢延伸を見据え、市の東の玄
関口となる明科駅について、丸山会長は「市の東西
を結ぶシャトル便などを充実させ、信州山の日も追
い風にして、東山や西山などの山岳観光などにも力
を入れて行きたい」と期待を寄せました。

リゾートビューふるさと号を出迎える農産物応援
キャラクター「そぱっぴ」

運行開始した明科シャトル便
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■
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事
態
を
宣
言

■
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業　

市
民
会
議
を
設
置

■
公
共
施
設
整
備
の
方
針　

専
門
委
員
会
に
諮
問

本
年
に
入
り
市
内
で
交
通
死
亡
事

故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

で
は
「
交
通
死
亡
事
故
多
発
非
常
事

態
」
を
宣
言
し
、「
交
通
死
亡
事
故

抑
止
緊
急
対
策
出
発
式
」
を
7
月
１

日
、
堀
金
支
所
駐
車
場
で
行
い
ま
し

た
。
当
日
は
市
や
警
察
な
ど
関
係
者

約
１
５
０
人
が
参
加
。
宮
澤
市
長
が

宣
言
書
を
読
み
上
げ
「
交
通
安
全
は

自
分
自
身
が
主
役
。
市
民
総
ぐ
る
み

で
全
力
を
挙
げ
て
交
通
死
亡
事
故
抑

市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業
「
市

民
会
議
」
の
第
１
回
会
議
が
7
月
4

日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
、市
商
工
会
や
区
長
会
、

市
議
会
な
ど
の
代
表
者
に
宮
澤
市
長

か
ら
委
員
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
会
長
に
は
、齊
藤
正
昭
さ
ん（
市

商
工
会
会
長
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
市
民

の
皆
さ
ん
と
行
政
が
力
を
合
わ
せ
、

市
が
所
有
す
る
公
共
施
設
の
整
備

方
針
に
つ
い
て
、
外
部
の
専
門
家
が

評
価
・
検
証
を
行
う
「
市
公
共
施
設

評
価
専
門
委
員
会
」
の
第
１
回
会
議

が
6
月
24
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
宮
澤
市
長

か
ら
委
員
に
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
た

後
、
委
員
長
に
は
、
高
木
直
樹
さ
ん

（
信
州
大
学
工
学
部
教
授
）
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
宮
澤
市
長
が
委

員
会
に
、
市
が
本
年
３
月
に
作
成
し

止
に
努
め
て
欲
し
い
」
と
呼
び
掛
け

ま
し
た
。

出
発
式

終
了
後
、

参
加
者

は
、
堀
金

信
号
機
交

差
点
で
街

頭
啓
発
活

動
を
行
い

ま
し
た
。

た
「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
基
本
方

針
（
素
案
）」
へ
の
調
査
検
討
に
つ

い
て
諮
問
し
ま
し
た
。

旧
5
町
村
時
代
に
整
備
さ
れ
、
用

途
や
目
的
が
重
複
す
る
施
設
や
耐
用

年
数
を
迎
え
て
い
る
施
設
に
つ
い
て

は
、
維
持
経
費
等
を
削
減
す
る
こ
と

が
、
市
の
健
全
な
財
政
運
営
を
す
る

上
で
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
基
本

方
針
（
素
案
）
は
、
市
が
計
画
的
に

施
設
を
整
理
し
、
再
配
置
す
る
上
で

記
念
事
業
を
盛
り
上
げ
、
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
地
域
の
活
性

化
や
課
題
解
決
に
も
役
立
て
て
行
き

た
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

市
で
は
、
平
成
27
年
度
の
１
年
間

を
記
念
事
業
の
実
施
期
間
と
位
置
付

け
、
市
民
会
議
で
は
、
市
主
催
の
記

念
事
業
の
ほ
か
に
、
市
民
が
主
催
す

る
記
念
事
業
の
情
報
の
共
有
や
日
程

調
整
、
市
民
団
体
間
で
の
連
携
事
業

基
本
に
な
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
は
、
再
配
置
に
つ
い
て

市
民
か
ら
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
、
施
設
の
必
要
性
や
維
持
の
妥
当

性
、
機
能
維
持
の
優
先
順
位
の
視
点

か
ら
素
案
を
検
討
し
ま
す
。
検
討
結

果
は
、
本
年
12
月
を
目
標
に
提
言
書

と
し
て
市
に
提
出
す
る
予
定
で
す
。

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
検
討
結
果

は
11
月
ま
で
に
市
全
体
の
実
施
計
画

と
し
て
ま
と
め
、
平
成
27
年
度
か
ら

は
市
民
会
議
を
実
行
委
員
会
に
移
行

し
、記
念
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

街頭啓発活動の様子 

市民会議の様子

２階内装工事の様子（7 月４日撮影）

宮澤市長から委員に諮問書が手渡された

新本庁舎建設
ニュース№15

しゅん工前、最後の現場見学会
を開催します

内外装工事は順調に進み、１階外装部分は仕上
げの木パネルが貼られています。また、エレベー
ターの取り付け工事も始まりました。

先月には外構と植栽の工事を発注し、いずれも
市内業者が手掛けることになりました。

12 月 19 日のしゅん工に向け、工事は急ピッチ
で進められています。

第４回現場見学会を開催
仕上げ工事が進み、内部の見学はできませんが、

地下駐車場などが見学できます。しゅん工前最後
の現場見学会にぜひお越しください。
●日時　8 月 31 日（日）

▷午前の部　午前 11 時～正午
▷午後の部　午後１時 30 分～ 2 時 30 分

※雨天の場合は、9 月 7 日（日）に延期
●場所　新本庁舎建設地（豊科 6000 番地）
　　　　豊科近代美術館西
●対象　小学 4 年生以上の市民
●申し込み　8 月 15 日（金）までに電話で申し

込んでください。（平日の午前 8 時 30 分から午
後 5 時 15 分まで）

※詳細は、後日参加者にお知らせします。

問本庁舎内庁舎建設推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

市全体で交通安全に取り組みましょう
市内では、本年上半期で 5 件の交通死亡

事故が発生し、5 人が亡くなっています。
過去 10 年間の交通事故死者数の平均値と比
較して約 3 倍、県内の他地域と比べても高
い状況です。また、市内では、例年下半期
に交通死亡事故が多発する傾向があります。
死亡事故の傾向

①週末・夜間に集中しています。
②高齢者の死者が増加しています。
③飲酒に起因する事故が増加しています。

歩行者の皆さんは
道路の横断には横断歩道を利用し、横断中

も安全を十分確認しましょう。また、夕方や
夜間の外出には、明るく目立つ服装や反射材
を身に着けましょう。
運転者の皆さんは

通学路や住宅街、見通しの悪い交差点では
スピードを落とし、徐行や一時停止をして安
全確認をしましょう。
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■
高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
完
成

■
三
郷
南
部
保
育
園
が
移
転
新
築 
完
成
を
祝
う

高
家
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
豊
科
高
家
）

の
完
成
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
6
月
28

日
、
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
市
や
工
事
関
係
者
な
ど
約
２
０
０

人
が
出
席
。
宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ

で
「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
子
ど
も
た
ち

が
友
情
を
育は
ぐ
くむ
場
、
市
民
の
健
康
増

進
、
地
域
交
流
の
場
に
な
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
市
内
で
大

会
等
を
開
催
で
き
る
十
分
な
競
技
施

三
郷
南
部
保
育
園
移
転
新
築
工
事

が
完
了
し
7
月
2
日
、
し
ゅ
ん
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
園
舎
の
遊
戯

室
で
行
わ
れ
た
式
で
は
園
児
が
歌
を

披
露
し
、
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
緑
に
囲
ま
れ
、
北

ア
ル
プ
ス
を
望
む
、
自
然
と
調
和
し

た
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
の
び
の

び
と
育
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

昭
和
59
年
に
建
て
ら
れ
た
旧
園
舎

設
が
な
い
こ
と
か
ら
、
リ
ト
ル
リ
ー

グ
な
ど
の
競
技
団
体
を
中
心
に
施
設

の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
た
も
の
で
す
。

敷
地
面
積
は
約
2
万
７
０
０
０
平

は
外
壁
が
傷
む
な
ど
の
老
朽
化
が
進

み
、
ま
た
、
未
満
児
保
育
・
長
時
間

保
育
な
ど
へ
対
応
す
る
に
は
施
設
が

手
狭
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

新
園
舎
は
旧
園
舎
の
約
３
０
０
メ

ー
ト
ル
南
の
場
所
に
建
設
。
敷
地
面

積
は
約
８
７
３
０
平
方
メ
ー
ト
ル
、

鉄
骨
平
屋
建
て
、
延
床
面
積
は
約
１

６
８
３
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
と
の
交
流
な
ど
多
目
的
に
使

え
る
地
域
交
流
室
や
環
境
に
配
慮
し

方
メ
ー
ト
ル
、
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
、
サ
ッ
カ
ー
等
で
使
用
で
き
る
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
面
の
ほ
か
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
公
式
種
目
の
70
㍍
級
競

技
に
対
応
で
き
る
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
練

習
場
、
駐
車
場
な
ど
を
備
え
て
い
ま

す
。
周
辺
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
を

含
め
た
総
事
業
費
は
約
6
億
７
０
０

０
万
円
で
、
主
な
財
源
に
合
併
特
例

債
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
導
入
、
園
児
の
安

全
確
保
に
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
備
え

て
い
ま
す
。
定
員
は
旧
園
舎
か
ら
20

人
増
の
１
５
０
人
と
な
り
、
未
満
児

保
育
、
長
時
間
保
育
に
対
応
し
ま

す
。
用
地
取
得
等
も
含
め
た
事
業
費

は
約
８
億
６
４
８
万
円
で
、
財
源
に

は
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
て
い

ま
す
。

あいさつをする
宮澤市長

くす玉を割る、競技団体の皆さん

山々を望み緑に囲まれた新園舎

■
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
を
設
置

市
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事

業
計
画
」
を
検
討
、
策
定
す
る
「
子

ど
も
・
子
育
て
会
議
」
の
第
１
回
会

議
が
6
月
10
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
は
、
有
識
者

や
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
保
育
園
保
護
者
の

代
表
な
ど
で
構
成
。
宮
澤
市
長
か
ら

委
員
に
委
嘱
書
が
手
渡
さ
れ
た
後
、

委
員
長
に
は
、
古こ
ば
や
し林
康や
す
え江
さ
ん
（
県

臨
床
心
理
士
会
・
子
育
て
支
援
担
当

理
事
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
子
育
て
環
境
の

充
実
は
不
可
欠
。
未
来
あ
る
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
計
画
を
ま
と
め
て
欲

し
い
」
と
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
国
が
平
成
27
年
4
月

か
ら
始
め
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
合
わ
せ
、
市
の
実
情
に
合

わ
せ
た
子
育
て
支
援
事
業
や
幼
稚

園
・
保
育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。
こ
の
う
ち
幼
稚
園
・
保

育
園
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
長
時

間
保
育
、
短
時
間
保
育
な
ど
保
護
者

の
要
望
に
合
わ
せ
た
支
援
が
で
き
る

よ
う
、
幼
稚
園
と
保
育
園
の
両
方
の

機
能
を
併
せ
持
っ
た
「
認
定
子
ど
も

園
」
の
設
置
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討

し
ま
す
。

今
後
、
支
援
事
業
な
ど
の
検
討
を

進
め
、
本
年
12
月
ま
で
に
計
画
案
を

ま
と
め
る
予
定
で
す
。

あいさつをする古林委員長

皆さんの「安曇野らしさ」を教
えてください

市のシンボルマーク
制作のための意見募集

市 では、このたび安曇野市のシンボルマーク
を新たに制作します。安曇野の魅力や将来

性をイメージしたデザインを基調とし、多くの皆
さんに「安曇野らしい」と感じていただけるマー
クを制作することを目指しています。

そこで、市民の皆さんが考える「安曇野らしさ」
について、広く意見やイメージを募集します。お
寄せいただいた意見は、今秋に一般公募するデザ
インの基礎資料として活用させていただきます。

市章とシンボルマーク
市章は、条例で定められているものや公式行事

などで引き続き使用します。シンボルマークは、
安曇野のイメージを発信するデザインとして、行
政だけでなく、民間企業などでも使用できる予定
です。

●意見募集の内容
シンボルマーク等のデザインに表現したい、次

に示す「安曇野の良さ」「安曇野らしさ」などを
お寄せください。

・好きなところ
・住み続けたい理由
・人に自慢したい資産
・これが安曇野だ！という物・風景（写真可）

●応募方法
8 月 20 日（水）までに、郵便（当日消印有効）、ファ

クス、電子メールでご応募ください。様式、参加
資格は問いませんが、住所、氏名、電話番号をご
記入ください。※写真は返却しません。
問い合わせ・送付先

〒 399‐8303　安曇野市穂高 6658
穂高支所内観光交流促進課
482・3131 ㈹ 682・6622
mkankokoryu@city.azumino.nagano.jp

【事例：旧明科町の場合】

町章 シンボルマーク

意 見
募 集
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市体育協会（下里安生会長）では 6 月 6 日、平成 25
年度中に市のスポーツ発展に功績があった皆さん 38 
人を表彰しました。奨励賞には、市内中学校、高校の
在校生および市内中学校出身の高校生で、国体などに
出場し、所属校から推薦された皆さん 32 人が表彰され
ました。
受賞した皆さん（敬称略、所属は平成 25 年度当時）
功労賞：中澤健司、布山昌徳（安曇野市剣道連盟）、丸山萬佐巳

（体協弓道部）青木和（明科地域体協）栄光賞：空手　武藤美羽（安
曇野空手道連盟）　弓道　牛越和枝（市体協弓道部）奨励賞：【中
学生】陸上競技　大月海世（明科）西澤羽純、齊藤静花、木村凌、
臼井美紅、中井遥菜、湯本珠実、長﨑祐介（豊科北）　卓球
小日向茉奈、山本彩加、太田まどか、山田美桜、関優花、丸山
若葉、竹内七恵、丸山萌瑛（豊科南）　水泳　中坊みり（穂高東）

【高校生】陸上競技　髙橋涼太、山口萌々（豊科）常盤大智（穂
高商業）奥島美空（松商学園）　レスリング　矢野口力、赤羽健、
藤松卓矢（上田西）　弓道　猿田青希（豊科）　ラグビー　野畑
幸世、望月亮平（岡谷工業）卓球　内田彩花、細川星（松商学園）
空手道　小林駿哉（松商学園）　ソフトテニス　坂井佑紀（松商
学園）高校　サッカー　平林良太（松商学園）※当日は 22 人（う
ち代理 7 人）が出席

安曇野市がホームタウンとなっている、
サッカー J2 松本山雅 FC の公式戦が 6 月 21
日、本拠地の松本平広域公園総合運動場「ア
ルウィン」（松本市）で行われました。この
試合は、ホームタウン安曇野市デーとして開
催され、9,728 人が観戦。市内の子どもたち
がエスコートキッズとして選手と一緒に入場
したほか、会場では市の PR として、安曇野
産コシヒカリを使用したおにぎりの配布、安
曇野の特産物が当たる抽選会も行われまし
た。試合は 3 対 1 でザスパクサツ群馬に見事
勝利しました。

安曇野とよしな玉ねぎ祭り（実行委員会主
催）が 6 月 21 日、22 日の両日、豊科地域を
中心とした 13 会場で行われました。寺所地
区の会場では、訪れた皆さんが土から掘り起
こした玉ねぎの葉をハサミで切りおとし、20
キログラム入りの袋に詰めていきました。地
元の皆さんによると、雨が少なく、暑かった
ため、例年に比べ玉ねぎの大きさは小さいと
のこと。毎年、家族で参加している中野茂さ
ん（豊科）は「収穫した玉ねぎはカレーやサ
ラダにするほか、実家にも送っています。子
どもに収穫する楽しさを知ってもらえたらう
れしいです」と収穫を喜んでいました。

6/6　市体協功労者表彰式

6/21 松本山雅 FCホームタウン安曇野市デー

6/21・22　安曇野とよしな玉ねぎ祭り

スポーツで活躍　功労者を表彰

心をひとつに　目指せＪ１！

家族で収穫を楽しむ

市内の小中学校の教員で構成する安曇野
市教育会（宮澤純子会長）は、6 月 18 日、
会員の皆さんが昭和の初期以降、調査、収集、
整理、保管をしてきた貴重な動植物や岩石
標本、考古資料を市に寄贈しました。寄贈
資料には県内では絶滅種とされ、国内でも
30 年近く記録がない幻のバッタ、「アカハネ
バッタ」の標本 2 匹が含まれています。市
教育委員会では寄贈資料を整理し、豊科郷
土博物館などで活用する予定です。

東京藝術大学と市内中学校吹奏楽部との
ジョイントコンサート（市教育委員会主催）
が 6 月 8 日、穂高会館講堂で開かれました。
この催しは、昨年度同大学音楽学部の学生
から指導を受けた市内各中学校吹奏楽部員
の皆さんが成果発表するものです。当日は、
中学生の演奏や学生による室内楽、また学
生と中学生との合同演奏が行われ、来場し
た皆さんからたくさんの拍手が送られまし
た。参加した石川友

ゆ り あ

理彩さん（豊科南中 3 年）
は「とても勉強になりました。自分の演奏
に生かしていきたいです」と話してくれま
した。

第 30 回信州安曇野あやめまつり（あやめまつり実
行委員会主催）が、6 月 18 日から 30 日まで明科あや
め公園と龍門渕公園で開催されました。地域の皆さん
が手入れをしたハナショウブの花が色鮮やかに咲きそ
ろいました。また、期間中は公園内に、市民の顔写真
8,000 枚を重ね合わせアルプスのパノラマ風景を表現
した巨大なモザイクアートが展示され、訪れる人の目
を楽しませました。

6 月 22 日にはメーンイベントが行われ、あやめ公
園特設ステージでは、バンドや明科中学校吹奏楽部の
演奏のほか、キッズダンス、よさこい踊りなどが披露
されました。また、龍門渕公園では、ニジマスのつか
みどりなどさまざまなイベントが行われ、多くの人で
にぎわいました。

実行委員長の平林千
ち よ

代さんは「明科高校をはじめ地
域の皆さんが、気持ちをひとつに協力して、訪れる人
をもてなし、節目の記念イベントを成功させることが
できました。安曇野市の祭りとして、来年以降も盛り
上げていきたい」と話してくれました。

6/18 安曇野市教育会・動植物等収集資料寄贈

6/8　東京藝術大学・市内中学校吹奏楽部ジョイントコンサート  

6/18 ～ 30 　信州安曇野あやめまつり

「幻のバッタ」の標本を市へ寄贈

演奏指導の成果を発表

30回の節目 地域でおもてなし
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第
９
回
安
曇
野
市
民
豊
科
ゴ
ル
フ
大
会

●
開
催
日　

8
月
26
日
（
火
）

●
場
所　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶く

ら

ぶ
楽
部

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、市
内
勤
務
、

ま
た
は
市
出
身
者

●
定
員　

２
４
０
人
（
60
組
）
先
着
順

●
料
金　

メ
ン
バ
ー
１
万
６
４
０
円

　

ゲ
ス
ト
１
万
２
８
０
０
円
（
参
加
費

等
含
む
）

●
申
し
込
み　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
8
月
8
日

（
金
）
ま
で
に
豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
ま
た
は
豊
科
勤
労
者
総
合
ス
ポ

ー
ツ
施
設
窓
口
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

豊
科
カ
ン
ト
リ
ー
倶

楽
部
（
33
・
１
０
０
１ 

33
・
０
７

０
０
）

第
９
回
安
曇
野
明
科
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

●
開
催
日　

9
月
12
日
（
金
）

●
場
所　

穂
高
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、市
内
勤
務
、

ま
た
は
市
出
身
者

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）
先
着
順

●
料
金　

プ
レ
ー
費
１
万
８
０
０
円

参
加
費
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

明
科
公
民
館
備
え
付
け

マ
ッ
ト
や
ボ
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
道
具
を
使
い
、
元
気
に
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
程　

9
月
2
日
か
ら
11
月
18
日
の

火
曜
日

●
時
間　

午
後
４
時
40
分
～
5
時
40
分

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館　

サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
（
前
回
と
会
場
が
異
な
り
ま

す
）

●
講
師　

山や
ま
が
た縣 

美み

ち

よ
智
代
さ
ん

　
　
　
　

水み
ず
ぐ
ち口 

朋と
も
み巳
さ
ん

●
対
象　

年
中
児
・
年
長
児
（
本
年
度

参
加
経
験
の
な
い
子
ど
も
）

●
定
員　

25
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
別
途
保
険

料
８
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

8
月
5
日
（
火
）
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
の
間
に
生
涯

学
習
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※
ス
マ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
教
室
、
わ
ん
ぱ

く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室
と
も
申
込
専
用
電
話

で
す
の
で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

時
間
を
お
い
て
お
掛
け
直
し
く
だ
さ

い
。

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
8
月
11
日
（
月
）
ま
で
に
明
科

公
民
館
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

明
科
地
域
体
育
協
会

ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

（
明
科
公
民
館
内　

62
・
４
６
０
５

62
・
５
８
９
４
）

第
５
回
安
曇
野
市
民
ス
ポ
ー
ツ
祭

ゴ
ル
フ
大
会

●
日
時　

9
月
26
日
（
金
）

●
場
所　

あ
づ
み
野
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
、市
内
勤
務
、

ま
た
は
市
出
身
者

●
種
目　

男
子
一
般
の
部
、
男
子
シ
ニ

ア
の
部（
満
70
歳
以
上
）、女
子
の
部

●
定
員　

２
０
０
人
（
50
組
）
先
着
順

●
料
金　

プ
レ
ー
料
金
１
万
８
０
０
円

参
加
料
１
５
０
０
円
、
乗
用
カ
ー
ト

料
金
は
別
途
、
セ
ル
フ
プ
レ
ー
は
料

金
の
割
引
が
あ
り
ま
す
。

●
表
彰　

各
部
3
位
ま
で

●
申
し
込
み　

公
民
館
や
市
体
育
協
会

事
務
局
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
8
月
1
日

（
金
）か
ら
9
月
10
日（
水
）の
間
に
、

市
体
育
協
会
へ
直
接
も
し
く
は
郵
送

ス
プ
ラ
ウ
ト
は
、
穀
類
・
豆
類
・
野

菜
の
種
子
を
発
芽
さ
せ
た
も
の
で
、
ビ

タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
等
豊
富
な
新
芽
野

菜
で
「
天
然
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
」
と
も

呼
ば
れ
ま
す
。
小
学
生
の
理
科
研
究
に

も
な
り
ま
す
。

●
日
時　

8
月
5
日
（
火
）

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

30
分

●
場
所　

穂
高
会
館　

調
理
実
習
室

●
対
象　

市
内
在
住
の
幼
・
保
育
園
の

年
中
以
上
の
園
児
か
ら
小
学
校
6
年

生
ま
で
の
児
童
お
よ
び
保
護
者
（
小

学
校
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●
内
容　

数
種
の
野
菜
の
種
子
を
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
等
の
容
器
に
ま
き
ま
す
。

家
庭
に
持
ち
帰
っ
て
、
10
日
ほ
ど
で

収
穫
で
き
ま
す
。

●
講
師　

浅
川  

隆
さ
ん

●
参
加
費　

子
ど
も
は
材
料
費
１
０
０

円
、
大
人
は
講
座
受
講
料
と
材
料
費

３
０
０
円

●
持
ち
物　

2
㍑
ペッ
ト
ボ
ト
ル
数
個
、

持
ち
帰
り
用
の
レ
ジ
袋
等
、
各
自
の

好
き
な
容
器
を
持
参
可
能
。

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話

で
の
申
し
込
み
は
不
可
。
受
付
時
間

は
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
２
１
１

安
曇
野
市
堀
金
烏
川
２
６
６
２

堀
金
総
合
体
育
館
内
市
体
育
協
会
事

務
局
あ
て

元
気
は
つ
ら
つ
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消

し
ま
す
。
初
心
者
向
け
の
や
さ
し
い
ス

ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
や
手
軽
な
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
す
。

●
日
程　

9
月
3
日
か
ら
11
月
12
日
ま

で
の
水
曜
日

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
11
時

●
場
所　

明
科
公
民
館　

講
堂

●
講
師　

逢あ
い
ざ
わ澤
玲れ
い
こ子
さ
ん

●
対
象　

一
般

●
定
員　

30
人
（
先
着
順
）

●
参
加
料　

１
０
０
０
円

（
別
途
保
険
料
）

●
申
し
込
み　

8
月
6
日
（
水
）、
7

日
（
木
）
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5

時
の
間
に
生
涯
学
習
課
へ
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
定
員　

午
前
の
部
・
午
後
の
部
各
20

人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
申
し
込
み　

7
月
28
日
（
月
）・
29

日
（
火
）
に
、
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
時
間
は
、
午
前
9
時

～
午
後
5
時
）

今
回
は
、
米
粉
入
り
ニ
ョ
ッ
キ
の

バ
ジ
ル
ソ
ー
ス
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
ロ
ー
ス
ト

ビ
ー
フ
、
冷
製
豆
乳
ス
ー
プ
を
作
り
ま

す
。

●
日
時　

9
月
5
日
（
金
）、12
日
（
金
）

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

●
会
場　

三
郷
公
民
館　

調
理
実
習
室

●
講
師　

高
橋
清
美
さ
ん

●
定
員　

24
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

１
０
０
０
円
（
2
回
分
）

●
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん

●
申
し
込
み　

8
月
19
日
（
火
）
か
ら

21
日
（
木
）
の
間
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
午
前
9

時
～
午
後
5
時
）

安曇野夕涼みグラウンドゴルフ大会参加者の募集堀金地域家庭教育講演会　　　「平成の駆け込み寺」やんちゃ和尚こと廣中邦充講演会

堀金総合体育館内スポネット常念事務局　4672・6340堀金公民館内地域課地域担当　472・5796 672・5801
　夏の夜のひととき、みんなでグラウンドゴルフをしませんか。ルールも
簡単で、手軽に楽しむことができます。
●日時　8 月 23 日（土） 午後 6 時 30 分～ 8 時ごろ（雨天中止）
●場所　堀金小学校グラウンド
●定員　一般の部（中学生以上）30 人 
　ファミリーの部 20 組（小学生以下と中学生以上の 4 人以下で１組）
●表彰　一般・ファミリー各部とも 3 位まで（ブービー賞等もあり）
●参加料　１人 500 円（スポネット常念会員は 200 円、保険料を含む）
●申し込み　8 月１日（金）から 18 日（月）までに堀金総合体育館窓口で
　所定の申込用紙（市ホームページからも入手可能）に記入の上、参加料を添えてお申し込みください。

　堀金地域家庭教育講演会実行委員会では、青少年健全育成を目的とした講演会を開催します。
●日時　8 月 23 日（土）午後１時 30 分～ 3 時（開場　午後１時）
●場所　堀金総合体育館サブアリーナ
●講師　浄土宗・西居院住職　廣中邦充さん
　※「平成の駆け込み寺」として、不登校・引きこもりなどの問題を抱える思春期の
　子どもたちを無償で預かり、子どもの自立と社会復帰を支援しています。
●参加費　無料　　●申し込み　不要
●その他　託児所（対象：2 歳以上）の利用を希望する場合は、8 月 15 日（金）までに
　堀金公民館へお申し込みください。

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
開
催

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

わ
ん
ぱ
く
Ｇ
Ｙ
Ｍ
教
室《
全
10
回
》

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
５
７
１
７ 

62
・
３
５
２
５

三
郷
公
民
館
「
料
理
教
室
」

三
郷
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

77
・
２
１
０
９ 

76
・
３
０
７
７

穂
高
公
民
館

「
夏
休
み
親
子
ス
プ
ラ
ウ
ト
づ

く
り
教
室
」

穂
高
公
民
館
内
地
域
課
地
域
担
当

82
・
５
９
７
０ 

82
・
３
９
９
０

ペットボトル
を利用したス
プラウト

ス
マ
イ
ル
ス
テ
ッ
プ
教
室《
全
10
回
》

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
推
進
担
当

62
・
５
７
１
７ 

62
・
３
５
２
５



安曇野市教育委員会

生涯学習・図書館

182014.7.23　広報あづみの

図
書
館
フ
ェ
ス
タ

角
野
栄
子
さ
ん
講
演
会

「
魔
女
の
宅
急
便
」「
小
さ
な
お
ば
け
」

シ
リ
ー
ズ
な
ど
の
作
品
で
著
名
な
童
話

作
家
、
角
野
栄
子
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

9
月
7
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
講
師　

角
野
栄
子
さ
ん（
童
話
作
家
）

●
対
象　

一
般
（
同
伴
の
子
ど
も
は
5

歳
以
上
）

●
入
場
料　

無
料

●
定
員　

２
０
０
人（
抽
選
・
全
席
指
定
）

●
申
し
込
み　

7
月
29
日
（
火
）
午
前

9
時
か
ら
各
図
書
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
、
も
し
く
は
は
が
き
な
ど
に

郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
あ

る
い
は
、
窓
口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
入
手
で
き
ま
す
。（
入
場
券
は

１
人
３
枚
ま
で
）

●
募
集
期
間　

7
月
29
日
（
火
）
～
8

月
12
日
（
火
）（
8
月
下
旬
ま
で
に

当
選
者
へ
入
場
券
を
発
送
）

●
そ
の
他　

講
演
会
後
サ
イ
ン
会
を
行

い
ま
す
。（
本
の
購
入
者
の
み
）

安
曇
野
市
明
科
出
身
の
能
楽
師
で
、

名
誉
市
民
で
あ
る
故
青
木
祥
二
郎
氏
の

ご
子
息
、
青
木
道
喜
氏
を
は
じ
め
、
野

村
萬
氏
、
片
山
幽
雪
氏
と
二
人
の
人
間

国
宝
を
お
迎
え
し
ま
す
。
ま
た
、
公
演

の
前
に
は
市
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る

能
楽
発
表
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
の
た

め
に
練
習
を
重
ね
て
き
た
子
ど
も
た
ち

の
成
果
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
背
景
に
、
篝
か
が
り

火び

の
下
に
浮
か
び
上
が
る
幽
玄
の
世
界

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

8
月
23
日
（
土
）
午
後
5
時

30
分
開
演
、
午
後
3
時
か
ら
入
場
整

理
券
を
配
布
、
午
後
4
時
開
場
、
午

後
8
時
30
分
頃
終
了
。

●
演
目

能　

恋
の
龍
門
淵

青
木
道
喜
・
宝
生
欣
哉

狂
言　

佐さ
ど
ぎ
つ
ね

渡
狐

　

野
村
萬
・
野
村
万
蔵
・
野
村
太
一
郎

舞
囃
子　

山や
ま
ん
ば姥

片
山
幽
雪

能　

天て
ん
こ鼓　

弄ろ
う
こ
の
ま
い

鼓
之
舞

片
山
九
郎
右
衛
門
・
宝
生
欣
哉

●
入
場
料 

【
全
席
自
由
】

一
般
前
売　

３
０
０
０
円　

当　
　

日　

３
５
０
０
円

学
生
（
大
学
生
等
）
１
０
０
０
円

高
校
生
以
下　

５
０
０
円　

※
学
生
と
高
校
生
以
下
は
前
売
り
、

当
日
共
通

○
雨
天
の
場
合
は
明
科
体
育
館
で
行

い
、
整
理
券
は
配
布
し
ま
せ
ん
。

○
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
龍
門
渕
公

園
運
動
広
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
Ｊ
Ｒ
明
科
駅
、
Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
お
よ
び

Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
～
明
科
龍
門
渕
公
園
の

間
を
バ
ス
で
無
料
送
迎
し
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
豊
科
駅
発
、
午
後
3
時
40
分
、

午
後
4
時
45
分　

Ｊ
Ｒ
穂
高
駅
発
、

午
後
3
時
50
分
、
午
後
4
時
40
分

※
帰
り
は
当
日
終
演
後
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

お
は
な
し
の
と
び
ら
特
別
編

図
書
館
職
員
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ネ

ル
シ
ア
タ
ー
お
話
会
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
13
日
（
水
）　

午
前
10

時
30
分
～
11
時

●
場
所　

中
央
図
書
館
お
は
な
し
の
へ
や

●
対
象　

幼
児
以
上
（
小
さ
な
子
ど
も

は
必
ず
保
護
者
が
同
伴
）

夏
休
み
特
別
企
画　

中
央
図
書
館
映
画

上
映
会

●
日
時　

8
月
7
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
（
開
場　

午
後
１

時
）

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

●
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）　

　

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要

●
内
容　

手
塚
治
虫
原
作
「
ユ
ニ
コ
」

（
上
映
時
間
90
分
）

お
す
す
め
の
一
冊

ル
ド
ル
フ
と
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト

　

斉
藤　

洋　

著

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

紹介する人

曽根原渥
あ つ ひ ろ

大くん
（堀金小・3 年）

ぼ
く
は
、お
母
さ
ん
に「
ル
ド
ル
フ
と
イ
ッ

パ
イ
ア
ッ
テ
ナ
」
と
い
う
本
を
紹
介
さ
れ
、

読
ん
で
み
る
と
お
も
し
ろ
く
て
、
4
巻
ま
で

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
4
巻
目
が
「
ル

ド
ル
フ
と
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
」
で
す
。

ル
ド
ル
フ
は
、
黒
い
の
ら
ね
こ
で
、
頭
が

と
て
も
い
い
。
字
を
読
ん
だ
り
、
書
い
た
り

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
友
だ
ち
思

い
で
や
さ
し
く
、
勇
気
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
ル
ド
ル
フ
が
、
友
だ
ち
の
ね
こ

ブ
ッ
チ
ー
に
け
が
を
さ
せ
た
ね
こ
を
探
し

て
仲
直
り
さ
せ
る
た
め
、
一
人
で
他
の
な
わ

ば
り
の
ボ
ス
ね
こ
ス
ノ
ー
ホ
ワ
イ
ト
に
会

い
に
行
き
ま
す
。

そ
の
時
、
あ
く
ま
だ
っ
て
考
え
つ
か
な
い

よ
う
な
計
略
を
使
っ
て
仲
良
く
な
り
ま
す
。

け
ん
か
を
し
な
い
で
、
頭
を
使
っ
て
解
決
す

る
と
こ
ろ
が
と
て
も
す
ご
い
で
す
。
み
ん
な

は
、
ど
ん
な
計
略
だ
と
思
い
ま
す
か
。

一
人
前
の
ね
こ
に
な
る
た
め
に
、
教
養
を

身
に
つ
け
る
ね
こ
っ
て
本
当
に
い
る
の
か

な
あ
。

図書館映画上映会（入場無料） 
にっぽん百名山　中部・日本アルプスの山　

常念岳・穂高岳・御嶽山
2010 年 日本　上映時間 90 分

●日時　8日（金） 開場18：30 上映19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　多目的交流ホール

えほんとずこうのじかん
中央図書館　●日時　20日（水）16：30～
　　　　　　●場所　おはなしのへや

おりがみのへや
堀金図書館　●日時　27日（水）16：30～
　　　　　　●場所　児童コーナー

ドキドキ・ワクワクお話の世界
◇　中央図書館　おはなしのとびら
　　中央図書館おはなしのへや
　　6・20・27 日（各水曜日）
	 10：30 ～（乳幼児対象）
◇　中央図書館　おはなしとしょかん
　　中央図書館おはなしのへや
　　16 日（土）	 10：30 ～（乳幼児対象）
	 11：20 ～（幼児以上対象）
◇　豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　22 日（金）	 11：00 ～（乳幼児対象）
◇　豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　　豊科図書館多目的室
　　22 日（金）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　堀金図書館　おはなしのへや
　　堀金図書館児童コーナー
　　19 日（火）	 10：30 ～（乳幼児対象）
　　19 日（火）	 16：30 ～（幼児以上対象）
◇　明科図書館　ひまわりおはなし会
　　ひまわりハーモニーホール
　　23 日（土）	 11：00 ～（乳幼児以上対象）

8月の図書館イベント
第 24 回
信
州
安
曇
野

薪た
き
ぎ

能
開
催
期
日	

8
月
23
日
（
土
）
午
後
5
時
30
分
開
演

会　
　

場	

明
科
龍
門
渕
公
園　

特
設
能
舞
台

問
い
合
わ
せ	

文
化
課
文
化
振
興
係　

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５

入場券取り扱い所
穂高交流学習センター「みらい」、豊科交流学習センター「きぼう」、
市内公民館、観光情報センター、平安堂あづみ野店（スワンガー
デン安曇野内）、イオン豊科店、明金堂書店、国営アルプスあづ
みの公園、その他県内プレイガイドで発売

夏休み　子どもパン教室
明科公民館　462・4605 662・5894

　夏休みの思い出にパン作りを体験しませんか。動物パンと具だくさんピザを作り、楽しく過ごしましょう。
●日時　8 月 2 日（土）午前 9 時～午後１時
●場所　明科公民館　調理実習室
●講師　パン工房ショコラ・ン　主宰　加々美美子さん
●対象　市内在住の小中学生　●定員　12 人（抽選）
●参加費　800 円
●持ち物　エプロン、三角きん、お土産のパン用持ち帰りバック
●申し込み　7 月 28 日（月）・29 日（火）の午前 9 時から午後 5 時の間に電話でお申し込みください。
※小麦などアレルギーのある人は申し出てください。

中
央
図
書
館
の
催
し中

央
図
書
館

84
・
０
１
１
１ 

84
・
０
１
１
６

角野栄子さん
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夜
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

コ
ン
サ
ー
ト

夕
暮
れ
の
美
術
館
で
フ
ル
ー
ト
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
鑑
賞
し
た
後
、
花
火
を
見

物
し
ま
す
。
当
日
は
午
後
9
時
ま
で
開

館
を
延
長
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
14
日
（
木
）

開
場　

午
後
5
時
30
分

開
演　

午
後
6
時
～
7
時

※
花
火
大
会
は
、
天
候
に
よ
り
中
止
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー

ト
の
鑑
賞
の
み
、
花
火
見
物
の
み
の

参
加
も
可
能
で
す
。

●
出
演　

フ
ル
ー
ト
・
デ
ュ
オ　

ム
ジ

カ 

エ
ル
マ
ー
ナ

●
会
場　

コ
ン
サ
ー
ト　

美
術
館
中
庭

花
火
見
物　

美
術
館
駐
車
場

●
入
場
料　

無
料（
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で
の
企
画
展
の
観
覧
は
有
料
）

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要

第
9
回
少
年
少
女
絵
画
教
室

美
術
館
と
美
術
館
友
の
会
で
は
、
第

9
回
少
年
少
女
絵
画
教
室
「
ふ
る
さ
と

安
曇
野
を
描
こ
う
！
」を
開
催
し
ま
す
。

専
門
の
講
師
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
、
豊
か
な
感
性
と
表
現
力
を
身

に
付
け
ら
れ
る
良
い
機
会
で
す
。な
お
、

『
彫
塑
制
作 

Ⅱ
』

　

人
物
の
頭
部
ま
た
は
、
胸
像
の
製
作

か
ら
石
膏
取
り
ま
で
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

8
月
28
日
、
9
月
4
日
、
11

日
、
18
日
、
25
日　

毎
週
木
曜
日
、

午
後
１
時
～
４
時

石
膏
取
り　

10
月
2
日
（
木
）
～
4

日
（
土
）
午
前
9
時
～
4
時

●
講
師　

細
萱
美み

ほ

と
穂
人
さ
ん

●
参
加
費　
５
０
０
０
円
、
モ
デ
ル
代
含
む

●
定
員　

10
人

●
場
所　

研
修
室
Ⅱ

●
申
し
込
み　

碌
山
公
園
研
成

ホ
ー
ル
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

絵
画
教
室
で
描
い
た
作
品
は
、
第
9
回

髙
橋
節
郎
賞
「
少
年
少
女
安
曇
野
の
風

景
画
展
」
と
し
て
、
美
術
館
南
の
蔵
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

●
日
時　

10
月
5
日
（
日
）
午
前
8
時

50
分
～
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

美
術
館
お
よ
び
そ
の
周
辺

●
内
容　
「
自
然
の
と
ら
え
方
・
描
き

方
」
の
講
習
と
美
術
館
周
辺
で
の
写

生
。
詳
細
は
、
後
日
連
絡
し
ま
す
。

●
対
象
者　

小
中
学
生
（
親
子
参
加
も

可
能
）

●
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料

●
持
ち
物　

昼
食
、
筆
記
用
具
、
絵
具

●
申
し
込
み　

7
月
30
日
（
水
）
か
ら

9
月
25
日
（
木
）
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時
の
間
に
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
休
館
日
は
月
曜
日
、

祝
日
と
重
な
る
場
合
は
そ
の
翌
日
）

講
座
「
漆
黒
に
輝
く
黒
と
金
」

髙
橋
節
郎
さ
ん
の
技
法
を
学
び
、
そ

の
作
品
世
界
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、

漆
芸
の
体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
東

京
藝
術
大
学
で
漆
芸
を
研
究
す
る
若
い

作
家
ら
と
交
流
し
ま
す
。
な
お
、
春
に

開
催
し
た
講
座
と
同
じ
内
容
で
す
。

●
期
日　

9
月
2
日
（
火
）・
3
日
（
水
）

※
両
日
参
加
と
な
り
ま
す
。

●
時
間　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

観
察
会
で
地
元
の
自
然
環
境
の
重
要

性
や
大
切
さ
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

●
内
容　
「
湧
水
地
帯
の
豊
か
な
水
辺
」

を
テ
ー
マ
に
明
科
地
域
の
自
然
体
験

交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
周
辺

で
行
い
ま
す
。
投
網
に
よ
る
魚
と
り

体
験
（
小
学
5
年
生
以
上
）
や
水
の

中
の
生
き
物
の
観
察
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
日
時　

8
月
23
日
（
土
）
午
前
9
時

30
分
～
正
午

●
定
員　

30
人

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

氏
名
、
住
所
、
電
話
番

●
会
場　

髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
主
屋

●
内
容　

漆
パ
ネ
ル
を
金
と
貝
で
飾
り

ま
す
。

●
講
師　

東
京
藝
術
大
学
漆
芸
研
究
室

の
皆
さ
ん

●
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

３
０
０
０
円

●
申
し
込
み　

７
月
29
日
（
火
）
か
ら

8
月
22
日
（
金
）
の
午
前
9
時
か
ら

午
後
5
時

の
間
に
電

話
で
お
申

し
込
み
く

だ
さ
い
。

本
年
の
テ
ー
マ
は
「
風
」。
会
員
そ

れ
ぞ
れ
の
感
性
が
と
ら
え
た
、「
風
」

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

8
月
2
日（
土
）～
31
日（
日
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時　
　
　
　

（
31
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

●
場
所　

企
画
展
示
室

●
入
館
料　

無
料
（
常
設
展
は
有
料
）

●
休
館
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
場
合
は

そ
の
翌
日
）

号
を
環
境
政
策
係
ま
で
電
話
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

※
少
雨
の
場
合
は
行
い
ま
す
。

万
水
川
な
ど
に
囲
ま
れ
た
緑
あ
ふ
れ

る
場
所
「
三
角
島
」。
三
角
島
ふ
る
さ

と
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
こ
の
場
所
の
魅
力
と
現
状
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
自
然
観
察
会

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
9
日
（
土
）

午
前
9
時
30
分
～
正
午

●
集
合
場
所　

三
角
島
の
橋
の
上

※
大
王
わ
さ
び
農
場
南
側
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。（
徒
歩
5
分
）
係

員
が
駐
車
場
で
ご
案
内
し
ま
す
。

●
定
員　

25
人
（
小
学
3
年
以
下
は
保

護
者
同
伴
）
先
着
順

●
持
ち
物　

軍
手
、
長
靴

●
参
加
費　

大
人
２
０
０
円
（
子
ど
も

は
無
料
）

●
内
容　

水
生
昆
虫
観
察
、
特
定
外
来

種
の
駆
除
、
水
辺
遊
び

●
主
催　

三
角
島
ふ
る
さ
と
の
森
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

●
申
し
込
み　

8
月
１
日
（
金
）
ま
で

に
、
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
を

ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当
ま
で
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

穂
高
古
墳
群
Ｆ
‐
９
号
墳

穂
高
古
墳
群
Ｆ
‐
９
号
墳
は
、
国
営
ア
ル

プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
穂
高
・
堀
金
地
区
内
に

あ
る
、
今
か
ら
約
１
４
０
０
年
前
の
古
墳
時

代
後
期
に
築
か
れ
た
古
墳
で
す
。
平
成
21
年

か
ら
毎
年
夏
に
、
國
學
院
大
学
考
古
学
研
究

室
が
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
、
鉄
製
の
馬
具
や
、
矢
じ
り
、
メ

ノ
ウ
製
の
勾
玉
や
、
碧へ

き
ぎ
ょ
く玉製
の
管
玉
な
ど
の

装
飾
品
、
東
海
地
方
で
焼
か
れ
た
須す

え

き
恵
器
と

呼
ば
れ
る
焼
き
物
な
ど
が
多
数
出
土
し
ま
し

た
。
本
年
は
８
月
６
日
～
13
日
に
か
け
て
発

掘
調
査
を
行
い
、
8
月
13
日
に
は
現
地
説
明

会
も
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
行
政
無
線

で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

再
発
見
！
安
曇
野
の
文
化   

そ
の
30

文
化
課
文
化
財
保
護
係

62
・
３
０
９
０ 

62
・
３
５
２
５発掘調査の様子

ためして安曇野検定 クイズ
問題１　新宿中村屋の創業者である相馬

愛
あいぞう

蔵・黒
こっこう

光の発案で誕生したパンはど
れでしょうか。

①あんパン　　②クリームパン
③ジャムパン　④メロンパン

問題２　相馬愛蔵らは新宿で菓子商を営
業しましたが、最初はすでにあった店
舗を買い取り、その店名をそのまま使っ
て営業し、のちに新宿に移転しました。
最初に店舗のあった場所はどこでしょ
うか。

①渋谷区笹塚　　②神奈川県海老名市
③文京区本郷　　④埼玉県久喜市

問題３　中村屋が昭和 12 年に店員の教
養を高めるために創立した教育機関は
どれでしょうか。

①研成義塾　②研成学校
③研成学院　④研成学園

問題４　相馬黒光の著書はどれでしょう
か。

①耕土　　②有明物語
③安曇野　④穂高高原

答えは 25 ページ

㈱中村屋ふるさと観光大使就任記念
『相馬愛蔵・黒光展』 開催中

このたびふるさと観光大使に任命され
た新宿中村屋の創業者である相馬愛蔵・
黒光夫妻のパネル展を開催しています。

相馬夫妻の生い立ちから穂高在住時代、
中村屋の創業、中村屋サロンでの支援活
動など夫妻のあゆみを紹介しています。

新しい商人の道を勇敢に拓き、偉大な
る業績を残した相馬夫妻の生き方は、わ
たしたちに鮮烈なエネルギーを与えてく
れます。この機会にぜひご覧ください。
●期間　8 月 31 日（日）まで
●場所　穂高交流学習センター「みらい」
　　　　展示ギャラリー

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館
の

催
し

安
曇
野
髙
橋
節
郎
記
念
美
術
館

81
・
３
０
３
０ 

82
・
０
５
５
１

貞
享
義
民
記
念
館

第
7
回
楡
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

貞
享
義
民
記
念
館

77
・
７
５
５
０ 

77
・
７
５
５
１ 講座の様子

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル
美
術
講
座

碌
山
公
園
研
成
ホ
ー
ル

 

82
・
０
７
６
９

三
角
島
の
緑
と
水
に
親
し
む
集
い

観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

自
然
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
他

第
２
回
安
曇
野
の
自
然
ま
る
わ
か
り
観
察
会

環
境
課
環
境
政
策
係

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２

【問い合わせ】
生涯学習課社会教育担当（462・4565）
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ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明教

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
支
所

穂
高
支
所

三
郷
支
所

堀
金
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

明
科
支
所

教
育
委
員
会
事
務
局
（
旧
明
科
公
民
館
内
）

2223 広報あづみの　2014.7.23 2014.7.23　広報あづみの

広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで

●
検
診
内
容　

歯
科
検
診
（
む
し
歯
・

歯
周
病
の
検
査
）、
歯
科
相
談

●
申
し
込
み　

電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
（
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
）。
検
診
前

に
受
診
券
、
問
診
票
、
検
診
票
を
お

送
り
し
ま
す
。

※
申
し
込
み
は
随
時
行
い
、
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

「
子
ど
も
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
い
か

分
か
ら
な
い
」「
気
が
つ
け
ば
い
つ
も

叱
っ
て
ば
か
り
…
」
な
ど
、
子
ど
も
と

の
関
わ
り
方
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

子
育
て
中
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
応
援

す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
4
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
し
ま
す
。

●
講
師　

阿あ

べ部
優ゆ

み

こ
美
子
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
え
じ
そ
ん
く
ら
ぶ
長
野Child 

D
ream

代
表
）

●
場
所　

堀
金
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
憩
い
の
里
う
ら
ら
」

●
対
象
者　

子
育
て
中
で
、
市
内
に
住

所
を
有
し
、
全
４
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
参
加
で
き
る
人　

※
託
児
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

8
月
１
日
（
金
）
か
ら

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分
）

お
い
し
く
食
べ
、
会
話
を
楽
し
み
、

心
も
体
も
生
き
生
き
と
過
ご
す
た
め
に

は
口
の
健
康
が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
歯
科
検
診
を
無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
口
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
費
用　

無
料

●
対
象
年
齢　

市
内
に
住
所
を
有
す
る

20
歳
以
上
の
人

高
齢
受
給
者
証
が
8
月
か
ら
更
新
さ

れ
ま
す
。
新
し
い
受
給
者
証
は
7
月
末

日
ま
で
に
対
象
者
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内

容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
受
給

者
証
の
色
は
「
緑
色
」
で
す
。
ま
た
、

現
在
お
持
ち
の
も
の
は
、
お
手
数
で
す

が
8
月
１
日
以
降
に
各
自
で
破
棄
し
て

く
だ
さ
い
。

●
高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

70
歳
の
誕
生
日
の
翌
月
「
月
の
初
日

（
１
日
）
生
ま
れ
の
人
は
そ
の
月
」
か

ら
75
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、
医
療
機
関

で
受
診
す
る
際
に
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証（
保
険
証
）と
一
緒
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。
有
効
期
間
は
、
原
則
１
年

間
（
翌
年
の
7
月
31
日
ま
で
）
で
す
が
、

有
効
期
限
前
に
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生

日
の
前
日
で
す
。
75
歳
に
な
る
と
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
ま
す
。

問
穂
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

　
（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

市
で
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
の
生
活

習
慣
病
予
防
に
取
り
組
む
た
め
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。
生
涯
に
わ
た
っ
て
、

健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
健
康
づ
く
り
を
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
副
菜
の
試

食
も
ご
用
意
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
30
日
（
土
）

▽
午
後
0
時
30
分　

開
場
、試
食
体
験
・

展
示

▽
午
後
１
時
40
分
～
3
時
30
分　

講

演
「
―
寝
た
き
り
を
半
分
に
減
ら
す

―
も
っ
と
健
康
に
！
子
ど
も
や
孫
に

伝
え
た
い
3
つ
の
生
活
習
慣　

食
事

編
」
講
師　

的ま
と
ば場
明あ
き
こ子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
寝
た
き
り
半
分
推
進
協
議
会

管
理
栄
養
士
）

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

無
料

●
託
児
の
申
し
込
み　

8
月
18
日（
月
）

か
ら
22
日
（
金
）
の
間
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
が
8
月
か
ら
更
新
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
新
し
い
保
険
証
が
7
月

末
日
ま
で
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
住
所
、
氏
名
、
一

部
負
担
金
の
割
合
な
ど
、
記
載
内
容
を

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
は

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と

記
載
さ
れ
た
、
ク
リ
ー
ム
色
の
封
筒
で

郵
送
さ
れ
ま
す
。
保
険
証
の
色
は
「
橙
だ
い
だ
い

色
」
で
す
。
な
お
、
古
い
保
険
証
は
各

自
で
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
穂
国
保
年
金
課
国
保
年
金
担
当

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

ま
た
は
長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
事
務
局
資
格
管
理
課
資
格
管
理
係

（
０
２
６･

２
２
９･

５
３
２
０
）

大
人
の
た
め
の
歯
科
検
診

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 
81
・
０
７
０
３
）

健
康
づ
く
り
講
演
会

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
係

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

～
子
ど
も
が
伸
び
る
関
わ
り
方
～

問
子
ど
も
発
達
支
援
相
談
室

（

71
・
３
０
１
０ 

73
・
５
７
７
５
）

検診日 会場
8 月 21 日（木） 穂高保健センター

11 月 26 日（水） 豊科保健センター
平成 27 年
2 月 23 日（月） 穂高保健センター

●日程・場所

●日程・テーマ

●時間　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

●時間　午後1時30分～3時30分
　（15 分毎の時間指定）

お申し込みをお待ち
しています♪

日程 テーマ

第 1 回 9 月 10 日
（水）

「子ども、自分との付き合い方」
お互いが楽になれるコミュニケ
ーションのコツ

第 2 回 10 月 8 日
（水）

「してほしい行動を増やす」
ほめるコツの基本

第 3 回 11 月 12 日
（水）

「してほしくない行動を減らす」
注目を取り去る方法

第 4 回 12 月 10 日
（水）

「子どもの協力を増やす方法」
選択させる

８
月
か
ら
更
新
し
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人

（
65
歳
以
上
で
障
が
い
認
定
を
受
け

て
い
る
人
）

後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証

国
民
健
康
保
険
の

70
歳
か
ら
75
歳
ま
で
の
人

高
齢
受
給
者
証

祉

福

康

健

橙色

緑色

◎
次
回
の
発
行
に
つ
い
て

8
月
は
広
報
あ
づ
み
の
お
知
ら
せ
版
の

発
行
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
回
の
発
行
日

は
8
月
20
日
（
水
）
で
す
。
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送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
１
４
０
円

切
手
を
同
封
の
上
、
請
求
し
て
く
だ

さ
い
。

●
申
し
込
み　

受
験
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た
は
郵
送

（
特
定
記
録
郵
便
な
ど
）
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
時
間
は
平
日
の
午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

●
受
付
期
間　

7
月
28
日
（
月
）
～
8

月
11
日
（
月
）
必
着

●
送
付
先　

〒
３
９
９
︲
８
２
０
５

　

豊
科
４
９
３
２
︲
46　

本
庁
舎
内
職
員
課

平
成
27
年
4
月
に
採
用
予
定
の
松
本

広
域
連
合
消
防
職
員
（
初
級
）
の
採
用

資
格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
日
程　

第
１
次
試
験
9
月
21
日（
日
）

（
教
養
・
適
性
・
体
力
試
験
）

●
試
験
場
所　

松
本
市
中
央
公
民
館
お

よ
び
体
育
館
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
）

●
試
験
案
内
・
試
験
申
込
書　

松
本
広

域
連
合
事
務
局
、
消
防
局
・
各
消
防

署
・
松
本
広
域
連
合
関
係
8
市
村
の

窓
口
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
希
望
は
、

送
付
先
の
住
所
・
氏
名
を
記
載
し
た

角
2
サ
イ
ズ
の
返
信
用
封
筒
に
１
４

０
円
切
手
を
張
り
付
け
同
封
の
上
、

赤
字
で
「
試
験
案
内
希
望
」
と
明
記

し
て
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

●
申
し
込
み　

8
月
27
日
（
水
）
か
ら

31
日
（
日
）
ま
で
の
間
に
、
松
本
広

域
連
合
事
務
局
へ
本
人
が
直
接
、
試

験
申
込
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

（
土
・
日
も
受
け
付
け
ま
す
）。

●
請
求
先　

〒
３
９
０
︲
１
４
０
１　

松
本
市
波
田
４
４
１
７
‐
１

松
本
市
役
所
波
田
支
所
4
階

松
本
広
域
連
合
事
務
局
総
務
課

救
急
隊
が
到
着
す
る
ま
で
の
間
に
で

き
る
応
急
手
当
の
講
習
を
し
ま
す
。
応

急
手
当
に
必
要
な
基
礎
知
識
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
等
で
す
。

●
日
時　

8
月
23
日
（
土
）

午
前
9
時
～
午
後
5
時

●
場
所　

梓
川
公
民
館

●
募
集　

30
人
（
先
着
順
）

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

梓
川
消
防
署
（

78
・

２
０
９
０
）ま
た
は
安
曇
出
張
所（

94
・
２
６
６
２
）

「
花
の
あ
る
街
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

安
曇
野
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
花
の
あ
る
ま
ち
、
商
店

街
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
穂
高
地
域

内
で
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
穂
高
の
「
花
の
あ
る
街
」
を
テ
ー

マ
と
し
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し

ま
す
。

●
締
め
切
り　

9
月
19
日
（
金
）

平
成
27
年
4
月
採
用
の
市
職
員
の
採

用
試
験
（
中
級
・
初
級
）
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

●
１
次
試
験　

9
月
21
日
（
日
）

●
受
験
案
内
・
受
験
申
込
書

職
員
課
と
各
支
所
地
域
課
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。
郵

団
法
人　

民
事
法
務
協
会
）

●
申
し
込
み　

8
月
11
日
（
月
）
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
時
間
は
平
日
の
午
前
8
時
30
分
か

ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
）

あ
な
た
の
お
気
に
入
り
の
場
所
を
み

ん
な
で
共
有
し
ま
せ
ん
か
。
安
曇
野
百

選
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
写
真
共
有
サ
イ
ト

「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
あ
づ
み
の
」
は
、

お
気
に
入
り
の
場
所
や
風
景
を
み
ん
な

で
共
有
で
き
る
便
利
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
す
。

投
稿
数
は
８
７
０
を
超
え
、
こ
の
た

び
、
大
町
市
・
池
田
町
・
松
川
村
の
風

景
も
投
稿
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

投
稿
方
法
、
応
募
規
定
な
ど
の
詳
細

は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

uhttp://azum
ino.nagapic.jp/list/

大
糸
線
の
風
景

市
内
の
大
糸
線
（
旧
信
濃
鉄
道
）
は
、

来
年
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
、
親
し
ま

れ
て
い
る
こ
の
路
線
に
ま
つ
わ
る
風
景

写
真
を
募
集
し
ま
す
。

市
で
は
、
成
年
後
見
制
度
に
関
す
る

無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

●
日
時　

8
月
14
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

相
談
室

●
対
象　

▽
お
金
の
管
理
や
契
約
な
ど

に
不
安
の
あ
る
人
▽
認
知
症
や
障
が

い
の
た
め
今
後
の
生
活
に
不
安
が
あ

る
人
、
ま
た
は
そ
の
家
族

●
相
談
員　

春す
の
は
ら原
隆た
か
お雄
さ
ん
（
一
般
財

共に手を取り合って
人権擁護委員　丸山好夫さん

先日、地域の小学校の運動会を見せていただきました。
各学年がクラス単位で赤組・白組に分かれ、得点により
勝敗を競います。それぞれの応援合戦にも熱が入ってい
ました。

私の目を引いたのは、かけっこの競争で、トラックの
内側を児童に合わせて一緒に走っている先生がおりまし
た。なんらかの理由で、そうすることにより児童の気持
ちを引き立てていたのではと思いました。誰でも得意な
こと・苦手なことがあります。苦手なことを乗り切って
頑張っていくことも必要となります。その児童はゴール
まで走りきりました。頑張ったんだなと感じました。大
勢の前でやり遂げたことはやがて自信となり、これから
の成長に必ず結びついていくと感じました。先生やクラ
スの仲間も嬉しかったことでしょう。

私も小学校の頃は、顔面を水面に出し入れして呼吸を
していくという水泳の基本的なことが苦手でした。15 メ
ートルのプールを泳ぎきることができず、置いてきぼり
になる切なさを味わいました。しかし、クラスの仲間た
ちの応援や教えにより、なんとか泳ぎきることができる
ようになりました。とても嬉しかったです。友達のあり
がたさも知りました。
「やればできる、やらないからできないんだ」と言わ

れますが、自分の意見・実行力と共にそれを理解し支援
してくれる仲間がいるとより一層良い結果を出せるよう
になると思います。人間は、家族を作り、社会を作って
生活をしています。人は人という漢字のように、支え合
う生き物だと思います。こうした人が無数に集まって社
会生活を営んでいますから、あらゆる場面でお互いに相
手を尊重し認め合うことが求められます。

平
成
27
年
度
職
員
採
用
試
験

問
本
職
員
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

上
級
救
命
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
課
消
防
防
災
係

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

問
健
介
護
保
険
課
介
護
保
険
担
当

（

81
・
１
６
３
６ 

81
・
０
７
０
３
）

写
真
共
有
サ
イ
ト

「
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
あ
づ
み
の
」

問
穂
観
光
交
流
促
進
課
ブ
ラ
ン
ド
推
進
担
当

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

松
本
広
域
連
合
消
防
職
員

採
用
資
格
試
験（
初
級
）

問
松
本
広
域
連
合
事
務
局

（

87
・
５
４
６
０
）

●募集内容
試験の
種類

試験
区分

採用予
定人員 受験資格

中級

保育士

1 人程度

平成２年４月２日から平成７年
４月１日までに生まれた人で、
保育士および幼稚園教諭の資格
を有する人（平成 27 年３月ま
でに取得見込みの人を含む）

中級
（経験者） 1 人程度

昭和 59 年４月２日から平成２
年４月１日までに生まれた人
で、保育士および幼稚園教諭の
資格を有し、保育園（無認可を
除く）、幼稚園（無認可を除く）
または児童養護施設において保
育士または幼稚園教諭として平
成 26 年３月 31 日時点で 4 年
以上の職務経験を有している人

初級
（高卒
程度）

行政 若干名

平成５年４月２日から平成９年
４月１日までに生まれた人で、
高等学校卒業程度の学力を有す
る人。ただし、４年生大学の卒
業者および卒業見込み者は受験
できません。

土木 1 人程度

平成５年４月２日から平成９年
４月１日までに生まれた人で、
土木の専門課程を卒業または平
成 27 年３月までに卒業見込み
の人。ただし、４年生大学の卒
業者および卒業見込み者は受験
できません。

◇
お
詫
び
と
訂
正
◇

広
報
あ
づ
み
の
7
月
2
日
発
行
（
189
号
）

○
6
ペ
ー
ジ　

ふ
る
さ
と
夏
祭
り

【
誤
】
第
28
回
【
正
】
第
29
回

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●募集内容

試験の
種類

試験
区分

採用
予定
人員

受験資格

初級 消防 若干名

平 成 3 年 4 月 2 日
か ら 平 成 9 年 4 月
１日までに生まれ
た人で、高等学校
卒業程度の学力を
有する人。ただし、
4 年制大学卒業者お
よび卒業予定者は
受験できません。

21
ペ
ー
ジ
「
た
め
し
て
安
曇
野
検
定
ク

イ
ズ
」
の
答
え

問
題
１
…
②　

問
題
２
…
③

問
題
３
…
③　

問
題
４
…
④

6月分の空間放射線量
穂高庁舎で測定された値は健康に影響のないものでし

た。詳しくは市ホームページをご覧ください。
問穂環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

測定
結果

測定地点
（マイクロシーベルト／時間）

6/3（火） 6/11（水） 6/17（火） 6/24（火） 6/30（月）

穂高庁舎 0.1 0.1 0.1 0.1  0.1

集

募人 権 コ ラ ム
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地域リーダー海外視察研修の参加者募集

（社）国際女性教育振興会では、地域リーダーを目指す人を対
象に、海外視察研修の参加者を募集します。
●対象　▷平等教育・女性労働・育児支援・福祉・環境等の学

習に関心がある人▷健康で、海外での視察研修、団体行動に
適応できる人▷東京で行う事前・事後研修会に参加できる人

●研修国・研修期間　▷ノルウェー王国　10 月 26 日（日）から
8 日間（41 万円～）▷ベルギー王国　11 月 9 日（日）から 8
日間（30 万 9,000 円～）　※補助金制度があります

●申込期限　8 月 26 日（火）必着（申込書とレポート提出）
問（社）国際女性教育振興会（403・3436・5877）

●
完
成
予
定
日　

平
成
27
年
春

●
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
は

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
は
、
信
号
機
の

無
い
「
円
形
交
差
点
」
の
こ
と
で
す
。

車
両
は
交
差
点
手
前
で
一
旦
停
止
し
、

時
計
回
り
で
進
み
ま
す
。

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
で
は
、
平

成
7
年
か
ら
17
年
度
に
か
け
て
「
国
営

安
曇
野
農
業
水
利
事
業
」
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
事
業
で
整
備
さ
れ
た
排
水
路

や
景
観
に
配
慮
し
た
施
設
に
対
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

●
対
象　

安
曇
野
地
域
在
住
の
皆
さ
ん

か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
数
百
世
帯

を
対
象
と
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

8
月
頃
に
農
林
水
産
省
よ
り
郵
送
さ

れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

〒
４
３
９
︲
０
０
３
１

静
岡
県
菊
川
市
加
茂
２
２
８
０
︲
１

農
林
水
産
省
関
東
農
政
局　

西
関
東

土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
調
査
課

０
５
３
７
・
35
・
３
２
５
１
㈹

●
国
営
安
曇
野
農
業
水
利
事
業
と
は　

安
曇
野
地
域
の
水
害
の
防
止
を
図
る

た
め
、
排
水
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と

も
に
景
観
に
配
慮
し
、
施
設
を
整
備
し

ま
し
た
。

遊
ん
で
い
る
場
所
で
は
、
晴
れ
て
い

て
も
、
上
流
で
大
雨
が
降
る
と
急
に
増

水
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
天
気
や
川

の
水
位
な
ど
に
十
分
注
意
し
、
安
全
な

河
川
利
用
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

花
火
を
行
う
時
に
は
、
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
安
全
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
燃
え
や
す
い
物
が
な
い
広
い
場
所
で

行
い
、風
の
強
い
日
に
は
行
わ
な
い
。

▽
水
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
し
て
不
測
の
事

態
に
備
え
る
。

▽
必
ず
大
人
が
付
き
添
い
、
ラ
イ
タ
ー

等
は
大
人
が
管
理
す
る
。

堀
金
支
所
等
の
整
備
に
向
け
て
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。「
こ

ん
な
公
民
館
に
し
た
い
」「
こ
ん
な
図

書
館
が
い
い
な
」
と
い
っ
た
ア
イ
デ
ア

や
意
見
な
ど
を
出
し
合
っ
て
い
た
だ

き
、
出
さ
れ
た
意
見
は
、
実
施
計
画
、

実
施
設
計
策
定
の
資
料
と
な
り
ま
す
。

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
、
い
ず

れ
の
回
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

●
場
所　

堀
金
支
所
３
０
１
大
会
議
室

▽
第
1
回　

7
月
31
日（
木
）午
後
7
時

グ
ル
ー
プ
作
業
・
全
体
会

▽
第
2
回　

8
月
20
日（
水
）午
後
7
時

ア
イ
デ
ア
な
ど
の
と
り
ま
と
め

現
在
、
豊
科
の
本
村
と
堀
金
の
中
堀

の
地
区
境
に
あ
る
変
則
5
差
路
の
交
差

点
を
「
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
」

に
改
良
す
る
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

交
通
方
法
な
ど
は
今
後
発
行
の
広
報

あ
づ
み
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

り

く

づ

域

地堀
金
支
所
等
整
備
に
向
け
た
市
民

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ《
全
2
回
》

問
堀
堀
金
支
所
地
域
課
地
域
担
当

（

72
・
３
１
０
６
㈹ 

72
・
４
９
０
０
）

国
営
安
曇
野
農
業
水
利
事
業
を

評
価問

三
耕
地
林
務
課
耕
地
担
当

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

河
川
の
急
な
増
水
に
気
を
つ
け
て
！

問
豊
監
理
課
庶
務
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

花
火
に
よ
る
火
災
等
の
防
止

問
豊
科
消
防
署（

72
・
３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82
・
３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78
・
２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62
・
２
９
９
２
）

平成 26 年度自衛官等の募集
防衛省では特別職国家公務員「自衛官等」の受付および試験を行います。

試験種目 応募資格 受付期間 試　験　日

自衛官候補生
男子

18 歳以上 27 歳未満

8 月 1 日（金）
～ 9 月 9 日（火）

9 月 20 日（土）
女子 9 月 28 日（日）

一般曹候補生 男女 18 歳以上 27 歳未満 1 次　 9 月 20 日（土）
2 次　10 月 11 日（土）　　

航空学生 男女
高卒（見込含）

21 歳未満

1 次　 9 月 23 日（火）
2 次　10 月 18 日（土）～ 23 日（木）
3 次　11 月 15 日（土）～ 12 月 18 日（木）

問自衛隊長野地方協力本部松本地域事務所・広報センター「信濃」436・2787

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点

問
豊
建
設
課
建
設
担
当

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

名称 内容 日時・場所 定員・費用 備考

バドミントン
スポーツ教室

バドミントンを始めたい人を対
象にした初心者教室です。基本
的な技能、ルール等を知り、ゲ
ームを楽しめるまで中信バドミ
ントン協会の指導員が指導しま
す。

日：9 月 4 日 ～ 10
月 2 日の毎週木曜
日全 5 回　午後７
時～９時

場：三郷文化公園体
育館

対：小学生以上
定：35 人
費：300 円
持：運動のできる

服装、ラケット、
飲み物

申：8 月 4 日～ 9 月 4 日
ま で 三 郷 バ ド ミ ン ト
ン連盟　三枝眞一郎さ
ん（477・6159）、市
体 協 事 務 局（488・
3516、平日の午前９
時～午後 4 時）または
当日、会場で受け付け
ます。

運転免許更新
特定任意講習会

運転免許更新の特定任意講習会
を開催します。この講習を受け
ると、更新時の講習は免除され
ます。70 歳以上・更新時に 70
歳になる人は、受講できません。
また、優良運転者は受講する必
要はありません。

日：８月 20 日（水）
受付午後６時 20
分～、講習午後７
時～９時

場：豊科支所第２会
議室

対：８月 21 日～
平 成 27 年 ２ 月
20 日 ま で の 間
に運転免許を更
新する人。

費：1,500 円

申：不要
問：安曇野交通安全協会

4672・2263
※自動車運転免許証・筆

記用具を持参してくだ
さい。

シニアワーク
プログラム
剪
せんてい

定緑地管理
講習会

55 歳以上の未就業の皆さんが技
能や知識を身に付け、雇用や就
業につなげるのがシニアワーク
プログラム地域事業です。長年
培った知識と経験を生かして活
躍してみませんか。最終日に合
同就職相談会があります。

日：９月 5 日（金）
～ 19 日（金）の
うちの９日間

場：安曇野シルバー
人材センターほか

対：55 歳 以 上 で
雇用・就業を希
望し、ハローワ
ークに求職登録
をした人

定：20 人
費：無料

申：（公社）安曇野シルバ
ー人材センター 472・
5800 673・6484

くるりん講座

わの会ではくるりん広場で、毎
月講座を開催しています。
今月は、寺沢秀文さん（阿智村
満蒙開拓平和記念館　専務理事）
を講師に迎え、満蒙開拓団のた
どった史実を知り、戦争の悲惨
さ、平和の尊さを学びます。

日：8 月 23 日（土）
午後 1 時～３時

場：市民活動センタ
ー「くるりん広場」
２Ｆ南会議室

費：無料 問：市民活動センター
「くるりん広場」
482・1922

2014 年「青少年
のための科学の祭
典」松本大会

ブース、ステージ、ワークショ
ップの実験演示形式で、理科や
数学あるいは科学技術といった
分野の実験や、工作を一同に集
めて来場者に楽しんでもらうイ
ベントです。

日：8 月 9 日（土）
10 日（日）午前
10 時～午後 4 時

場：信州大学理学部
（松本市旭 3-1-1）

費：無料
対：小中生とその

父兄、高大学生、
一般

問：松本大会実行委員会
事 務 局　 山 本 さ ん　
4637・3327

各種情報
日＝日時　場＝場所　定＝定員　対＝対象者　費＝費用　持＝持ち物
申＝申し込み　問＝問い合わせコーナー

●市県民税	 （２期）
●国民健康保険税	 （２期）
●後期高齢者医療保険料	（５期）
●介護保険料	 （８月分）
●水道料金	 （穂高 ･ 三郷地域）
●下水道使用料（豊科 ･ 堀金 ･ 明科地域）

＝納期限は9月1日（月）＝

8月の納期

中央島

環道

分離島

至三郷
至堀金

至国道 147 号
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▼
市
内
で
投
票
が
で
き
る
人

▽
平
成
6
年
8
月
11
日
以
前
に
生
ま

れ
、
投
票
日
当
日
に
満
20
歳
以
上
の

人
▽
平
成
26
年
4
月
23
日
以
前
か
ら

安
曇
野
市
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る

人
※
平
成
26
年
4
月
24
日
以
降
に
県
内
の

他
の
市
町
村
か
ら
安
曇
野
市
へ
転
入

の
届
出
を
し
た
人
は
原
則
前
住
所
地

の
市
町
村
で
投
票
で
き
ま
す
。

▼
投
票
所

「
投
票
所
入
場
券
」
を
ご
確
認
の
上
、

投
票
所
に
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
昨

年
10
月
の
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙

と
は
投
票
所
が
異
な
っ
て
い
る
地
区

が
あ
り
ま
す
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
市
内
で
住
所
を
異
動
し
た
場
合

7
月
9
日
ま
で
に
、
市
内
で
の
転
居

選
挙
は
、
民
主
主
義
の
基
盤
で
あ

り
、
私
た
ち
が
政
治
に
参
加
す
る
最

も
重
要
で
基
本
的
な
機
会
で
す
。
投

票
所
へ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。
投
票

当
日
、
都
合
の
悪
い
人
は
期
日
前
投

票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
年
に
入
り
4
月
ま
で
で
、
市
内
で

の
特
殊
詐
欺
被
害
は
2
件
、
約
５
０
０

万
円
の
被
害
が
あ
り
、
ま
だ
特
殊
詐
欺

が
増
加
傾
向
に
あ
る
と
し
て
、
県
で
は

5
月
23
日「
特
殊
詐
欺
非
常
事
態
宣
言
」

を
発
令
し
ま
し
た
。

県
民
が
一
丸
と
な
っ
て
警
戒
力
を
高

め
、被
害
の
防
止
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
詐
欺
の
種
類

▽
も
う
か
り
ま
す
詐
欺　

社
債
の
購
入

や
ロ
ト
6
の
当
選
番
号
、
ギ
ャ
ン
ブ

ル
必
勝
法
の
情
報
提
供
等
を
持
ち
か

け
る

▽
支
払
え
詐
欺　
「
お
金
を
支
払
わ
な

け
れ
ば
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
、
裁

判
に
な
る
」
と
お
ど
し
、
示
談
金
を

だ
ま
し
取
る

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺　

息
子
や
孫
を
語
る

●
対
策

▽
怪
し
い
電
話
に
は
出
な
い　

被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に
は
、
怪
し
い
電
話

に
は
出
な
い
こ
と
が
一
番
で
す
。
電

話
機
に
留
守
番
電
話
機
能
が
付
い
て

い
る
場
合
は
、設
定
を
し
ま
し
ょ
う
。

届
を
出
さ
れ
た
人
は
、
新
住
所
の
投

票
所
で
投
票
と
な
り
ま
す
。
7
月
10

日
以
後
の
届
出
は
、
旧
住
所
の
投
票

所
で
の
投
票
と
な
り
ま
す
。

▼
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
（
は
が
き
）
を
有
権

者
の
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

当
日
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
入
場
券

を
紛
失
し
た
場
合
は
、
投
票
所
で
そ

の
旨
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
公
報

選
挙
公
報
は
、
選
挙
期
日
2
日
前
ま

で
に
新
聞
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し

ま
す
。
ま
た
発
行
後
は
、
本
庁
舎
・

各
支
所
の
窓
口
に
も
備
え
置
き
ま

す
。
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
事
務
局

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
声
掛
け
、
見
守
り
を　

周
囲
の
人
が

高
齢
者
な
ど
に
手
口
や
対
処
方
法
を

呼
び
掛
け
る
こ
と
は
被
害
防
止
に
大

変
有
効
で
す
。隣
近
所
で
の
声
掛
け
、

見
守
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
啓
発
活
動　

特
殊
詐
欺
の
被
害
に
遭

い
や
す
い
高
齢
者
世
帯
に
対
し
警
察

で
は
、
全
独
居
高
齢
者
世
帯
（
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
）
を
対
象
に
個
別

訪
問
に
よ
る
啓
発
を
行
い
ま
す
。

●
早
め
の
相
談
を　

困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
た
ら
で
き
る
だ
け
早
く
消
費
者
相

談
窓
口
か
警
察
署
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
。

問
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

71
・
２
１
０
０ 

82
・
３
１
３
１
㈹

　

０
９
０
・
５
２
０
３
・
２
０
１
１

安
曇
野
警
察
署　

72
・
０
１
１
０

期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
に
投
票
が
困
難
な
場
合

は
、期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

7
月
25
日
（
金
）
～
8
月
9
日
（
土
）

▽
豊
科
公
民
館（
豊
科
支
所
北
向
い
）

▽
穂
高
支
所

8
月
2
日
（
土
）
～
9
日
（
土
）

▽
三
郷
支
所
▽
堀
金
支
所

▽
明
科
公
民
館

●
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
8
時

投
票
方
法

▼
代
理
投
票

投
票
所
係
員
が
補
助
者
と
な
り
、
投

票
者
の
意
思
を
代
筆
し
ま
す
。

▼
郵
便
投
票

重
度
の
身
体
障
が
い
を
お
持
ち
の
人

は
、
在
宅
で
郵
便
に
よ
る
投
票
が
で

き
ま
す
（
内
容
に
よ
り
制
限
あ
り
）。

早
め
に
手
続
き
願
い
ま
す
。

▼
点
字
投
票

目
の
不
自
由
な
人
は
、
点
字
投
票
が

で
き
ま
す
。

▼
施
設
で
の
不
在
者
投
票

不
在
者
投
票
が
で
き
る
施
設
に
指
定

さ
れ
て
い
る
病
院
や
老
人
ホ
ー
ム
等

に
入
院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ

の
施
設
で
、
7
月
25
日
か
ら
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

8
月
１
日
（
金
）
か
ら
県
道
路
公
社

が
運
営
す
る
有
料
道
路
を
日
常
的
に
利

用
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
割

引
回
数
通
行
券
の
販
売
を
開
始
し
ま

す
。
朝
夕
の
通
勤
時
間
帯
の
通
行
料
金

が
「
5
割
引
」
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
対
象
区
間

▽
三
才
山
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

▽
新
和
田
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

▽
平
井
寺
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

▽
白
馬
長
野
有
料
道
路

●
対
象
者　

日
常
的
に
通
勤
な
ど
で
対

象
の
有
料
道
路
を
利
用
し
、
購
入
申

込
（
申
請
）
日
に
お
い
て
市
民
で
あ

る
人

●
対
象
車
種　

普
通
車
お
よ
び
軽
自
動

車
（
公
社
車
種
区
分
に
よ
る
）

●
割
引
回
数
通
行
券
を

利
用
で
き
る
時
間
帯

▽
午
前
6
時
～
9
時

▽
午
後
5
時
～
8
時

●
購
入
単
位　

10
枚
単
位
（
購
入
限
度

１
回
に
つ
き
２
０
０
枚
ま
で
、
１
人

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
選
挙
運
動

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
た
選

挙
運
動
は
、
規
制
が
あ
り
ま
す
。

●
有
権
者
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
・
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
動
画
共

有
サ
ー
ビ
ス
）
を
利
用
し
た
選
挙
運

動
が
可
能
で
す
が
、
電
子
メ
ー
ル
を

利
用
し
た
選
挙
運
動
は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す（
候
補
者
・
政
党
等
は
可
能
）。

●
選
挙
運
動
は
、告
示
日
（
7
月
24
日
）

か
ら
投
票
日
前
日
（
8
月
9
日
）
ま

で
し
か
行
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
未
成
年
者
等
は
選
挙
運
動
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
候
補
者
等
か
ら
送
信
さ
れ
た
選
挙
運

動
用
電
子
メ
ー
ル
を
転
送
す
る
こ
と

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選

挙
運
動
用
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
や
電
子

メ
ー
ル
を
印
刷
し
て
配
る
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。

問
安
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

72
・
９
２
６
６
）

あ
た
り
1
年
度
に
６
０
０
枚
ま
で
）

●
購
入
方
法

▽
お
手
数
で
す
が
、
購
入
日
の
3
日

前
ま
で
に「
購
入
希
望
区
間
」・「
購

入
枚
数
」
を
監
理
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▽
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
、
印

鑑
を
押
印
の
上
、
免
許
証
等
の
本

人
確
認
書
類
を
添
え
て
監
理
課
窓

口
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
・
購
入
時
間
は
、
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
午
前
8
時
30
分

か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
で
す
。

（
祝
祭
日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除

く
）

●
注
意
事
項

▽
払
い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
法
人
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●
そ
の
他　

販
売
価
格
、
購
入
手
続
き

等
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

に
な
る
か
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
購
入
窓
口

豊
科
支
所
内
監
理
課　

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９

８
月
10
日
（
日
）
は
、

県
知
事
選
挙
の
投
票
日

※第 19 投票所（大口沢公民館）  
　は午後 6 時まで

特
殊
詐
欺
非
常
事
態
宣
言

県
民
一
丸
と
な
っ
て
、

防
ご
う
特
殊
詐
欺
被
害
！

だまされないで !!

8月1日
（金）～

通
勤
・
通
学
・
通
院
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

県
道
路
公
社
有
料
道
路
の

時
間
帯
割
引
回
数
通
行
券
を
販
売

25 年中の特殊詐欺
市内の被害額

約１億 3,800 万円
（件数 7 件）



3031 広報あづみの　2014.7.23 2014.7.23　広報あづみの

就活セミナー「ジョブクラブ」第 1 回福祉の職場説明会長野県計量モニターを募集
就職活動を進めていく全 6 回の講座です。企業 2 社の職場見学

会や企業担当者との模擬面接も行います。参加は無料、予約制です。
職場見学会のみの参加もできます。
●日時　8 月 25 日（月）・27 日（水）、9 月 1 日（月）・3 日（水）、

職場見学会 9 月 8 日（月）・10 日（水）午前 9 時～正午（※ 9 月
3 日は午後 0 時 30 分～ 5 時 30 分）

●場所　ジョブカフェ信州松本センター　2F セミナールーム
●対象　40 代前半までの就職を希望する人
問若年者地域連携事業推進センター / ㈱コミュニケーションズ・
　アイ（厚生労働省若年者地域連携事業委託団体）　427・5010

　皆さんが日常購入している食料品等の内容量が正しく表
記されているか調査を行い、計量制度へご意見をいただき
ます。
●募集人員　10 人程度
●委嘱期間　11 月１日（土）～ 30 日（日）
●申し込み　9 月 19 日（金）までに電話、ファクスまたは

電子メールでお申し込みください。
問県計量検定所 447・4006 647・9895
　mkeiryo@pref.nagano.lg.jp

長野県百年企業＜信州の老舗＞
表彰企業の募集

県では地域社会に貢献してきた創業
100 年以上の老舗企業を、企業の申請に
より審査の上、表彰します。そこで市
では、該当する企業を募集します。申
請のあった企業は県に推薦します。
●締め切り　8 月 12 日（火）
問穂商工労政課
　482・3131 ㈹ 682・6622

　ハローワーク松本では、福祉の職場説明会
を開催します。参加無料です。
●日時　8 月 29 日（金）▷福祉・介護就職セ

ミナー　午前 10 時～正午▷就職説明会　午
後 1 時～ 4 時

●場所　ホテルブエナビスタ
●申し込み　福祉・介護就職セミナーは事前

予約が必要です。定員 50 人（先着順）
問ハローワーク松本福祉人材コーナー
　427・0111

出
展
者
募
集

　

環
境
フ
ェ
ア
（
市
・
実
行
委
員
会
主

催
）
に
出
展
す
る
団
体
や
企
業
を
募
集

し
ま
す
。
環
境
活
動
や
環
境
に
配
慮
し

た
商
品
を
紹
介
・
販
売
し
、
広
く
情
報

を
発
信
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
回
か
ら

環
境
フ
ェ
ア
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の
で

あ
れ
ば
、
物
販
も
で
き
ま
す
。
な
お
、

出
展
は
無
料
で
す
。

●
日
時　

10
月
11
日
（
土
）・
12
日
（
日
）

▽
11
日　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4

時
▽
12
日　

午
前
9
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
出
展
内
容　

環
境
に
関
わ
る
活
動
発

表
な
ど
を
屋
内
も
し
く
は
屋
外
に
出

展
で
き
ま
す
。
ブ
ー
ス
配
置
・
ス
ペ

ー
ス
な
ど
の
詳
細
は
、
要
項
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
申
込
状
況
に
よ
り
希
望
に
添
え
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

物
販
は
、
実
行
委
員
会
が
認
め
た
場

合
に
限
り
ま
す
。

●
申
し
込
み　

8
月
26
日
（
火
）
ま
で

に
所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
持
参
・
郵
送
・
電
子
メ

ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申

マ
イ
マ
イ
ガ
と
は

日
中
は
建
物
の
壁
な
ど
に
張
り
付

き
、
夜
間
に
飛
び
回
る
白
色
や
黒
色
の

体
長
数
セ
ン
チ
ほ
ど
の
蛾
で
す
。
そ

の
幼
虫
は
、
広
葉
樹
や
針
葉
樹
の
ほ

か
、
草
木
の
葉
を
食
害
し
、
自
然
環

境
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

マ
イ
マ
イ
ガ
の
除
去
方
法

玄
関
先
な
ど
の
照
明
施
設
周
辺
の
蛾

の
死
が
い
を
除
去
す
る
際
は
、
マ
ス
ク

や
ゴ
ー
グ
ル
を
着
用
し
、
直
接
触
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
成
虫
の
羽
の

リ
ン
粉
が
皮
膚
に
付
着
す
る
と
、
発
し

ん
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

幼
児
や
皮
膚
の
弱
い
人
、
特
に
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
人
は
、
リ
ン
粉
や
体
毛
な

ど
を
吸
い
込
ま
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
死
が
い
の
処
分
は
、
燃
え
る

ご
み
に
出
す
か
、
庭
な
ど
に
埋
め
て
く

込
用
紙
お
よ
び
募
集
要
項
は
郵
送
も

可
能
で
す
。「
あ
づ
み
野
エ
コ
プ
ラ

ン.net

」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
で
き
ま
す
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

●
対
象　

▽
市
内
在
住
の
人
あ
る
い
は
、
市
内
事

業
者
、
学
校
、
団
体
な
ど

▽
市
内
に
あ
る
住
宅
、
学
校
ま
た
は
事

業
所
な
ど
に
「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
を

設
置
し
て
い
る
こ
と

▽
平
成
26
年
中
に
育
成
さ
せ
た
緑
の
カ

ー
テ
ン
で
あ
る
こ
と

●
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
育
成
状
況
・
効

果
・
育
成
に
関
す
る
創
意
工
夫
な
ど

が
分
か
る
よ
う
な
写
真
を
添
付
の

上
、
郵
送
か
電
子
メ
ー
ル
ま
た
は
、

持
参
の
い
ず
れ
か
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
穂
高
支
所
内

環
境
課
窓
口
か
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

だ
さ
い
。
な
お
、
照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球

に
替
え
る
と
蛾
が
集
ま
り
に
く
く
な
る

そ
う
で
す
。

卵ら
ん

塊か
い

を
除
去
す
る
際
、
殺
虫
剤
を
散

布
し
て
も
効
果
が
あ
ま
り
期
待
で
き
ま

せ
ん
。壁
な
ど
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
に
、

卵
塊
を
軟
ら
か
い
ヘ
ラ
の
よ
う
な
も
の

で
そ
ぎ
落
と
し
、
燃
え
る
ご
み
に
出
す

か
、
庭
な
ど
に
埋
め
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
公
共
施
設
な
ど
で
大
量
の
卵
塊
を

発
見
し
た
場
合
は
、
お
手
数
で
す
が
、

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
穂
環
境
課
環
境
保
全
係

　
（
82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
） 

ら
入
手
で
き
ま
す
。

●
写
真
の
注
意
点

▽
緑
の
カ
ー
テ
ン
全
体
と
建
物
の
位
置

関
係
が
分
か
る
こ
と
。

▽
電
子
デ
ー
タ
は
、
メ
ー
ル
で
送
付
す

る
か
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
な
ど
に
保
存
し
、

郵
送
ま
た
は
窓
口
に
持
参
。

▽
デ
ー
タ
容
量
が
5
㍋
バ
イ
ト
を
超
え

る
場
合
は
、
メ
ー
ル
で
の
送
付
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
印
刷
写
真
の
場
合
は
、
Ｌ
版
サ
イ
ズ

に
カ
ラ
ー
で
印
刷
。

▽
人
物
が
一
緒
に
写
っ
て
い
る
写
真
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間　

8
月
１
日
（
金
）
～
31

日
（
日
）（
窓
口
持
参
は
、
土
日
・

祝
日
を
除
く
）

●
審
査　

安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
で
審
査

し
ま
す
。
受
賞
者
に
は
、
賞
状
と
副

賞
を
お
贈
り
し
ま
す
。

●
そ
の
他　

▽
応
募
用
紙
や
写
真
、
Ｃ

Ｄ
‐
Ｒ
な
ど
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

▽
応
募
作
品
の
諸
権
利
は
市
に
帰
属

し
、「
緑
の
カ
ー
テ
ン
」
の
普
及
促

進
に
役
立
て
ま
す
。

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ　

〒
３
９
９
︲
８
３
０
３　

安
曇
野
市

穂
高
６
６
５
８
番
地　

穂
高
支
所

内
環
境
課　

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２　

mkankyou@
city.

azum
ino.nagano.jp

蛾が

の
大
発
生
に
注
意
！ 

森
林
害
虫
「
マ
イ
マ
イ
ガ
」

昨
年
度
、
市
内
で
大
発
生
し
た
マ
イ
マ
イ
ガ
。
本
年
も
、
7
月
、

8
月
ご
ろ
大
量
発
生
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
そ
の
除
去
や
情

報
提
供
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マイマイガ成虫
オス（上）メス（下）

建物の壁に付いた卵塊を
ペットボトルで除去

「マルバルコウ」の駆除にご協力ください！

市内の畑やその周辺で、外来植物である「マルバルコウ」が発生して
います。大豆畑やそば畑などに侵入すると、つるを伸ばして農作物を覆
い、作物を枯らせてしまいます。家庭の庭先やあぜ、畑などで発見したら、
すぐに抜き取りましょう。
駆除方法
①特に種子をつける前や成長前に抜き取ってください。
②マルバルコウが現れなくなるまで数年続けてください。
問三農政課生産振興担当（477・3111 ㈹ 677・6060） マルバルコウ

暮
ら
し
と
環
境
を
考
え
よ
う　

10
月
11
日
・
12
日
開
催

　

安
曇
野
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
４

出
展
者
＆
コ
ン
テ
ス
ト
参
加
者
募
集
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２
～
３
歳
の
子
ど
も
の

食
事
の
環
境
と
姿
勢

子
ど
も
の
食
事
で
「
せ
っ
か
く
作
っ

た
の
に
食
べ
な
い
」「
食
べ
て
な
い
の

に
い
ら
な
い
と
い
う
」「
座
っ
て
食
べ

な
い
」
な
ど
で
困
っ
て
い
る
と
い
う
お

母
さ
ん
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
付
け
て
、

現
在
、
私
は
80
歳
で
す
が
、
今
か
ら

20
年
前
の
定
年
を
迎
え
た
3
月
末
に
、

ふ
と
し
た
弾
み
で
「
明
日
か
ら
、
朝
飯

は
私
が
作
る
」
と
一
方
的
に
宣
言
し
て

以
来
、
朝
食
作
り
を
担
当
し
、
ご
飯
・

焼
き
魚
・
納
豆
・
目
玉
焼
き
な
ど
、
少

し
ず
つ
品
数
が
多
く
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
最
近
は
、
毎
日
3

食
の
家
族
3
人
の
料
理
を
担
当
し
て
い

ま
す
。

毎
食
の
献
立
は
、
栄
養
面
を
考
え
て

野
菜
を
多
く
取
り
、
同
じ
も
の
に
偏
ら

な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

片
付
け
も
、
忘
れ
ず
に
や
り
ま
す
。

家
内
は
や
は
り
主
婦
だ
け
あ
っ
て
、

漬
物
を
し
た
り
、
常
備
菜
を
作
っ
た
り

私
の
作
ら
な
い
卵
焼
き
な
ど
の
料
理
を

子
ど
も
が
食
事
を
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
リ
ズ
ム　

寝
て
、
食
べ
て
、
遊
ぶ
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
の
基
本
的
な
生
活
習
慣
で

す
。
し
っ
か
り
と
睡
眠
を
取
り
、
た
く

さ
ん
遊
ぶ
こ
と
で
、
お
腹
が
空
き
1
日

3
回
の
食
事
も
進
み
ま
す
。

正
し
い
姿
勢
づ
く
り　

床
な
ど
に
足
を
つ
け
て
、
お
尻
の
上

に
し
っ
か
り
と
上
半
身
が
乗
っ
て
い
る

と
体
が
安
定
し
、
食
べ
や
す
く
、
歯
に

力
が
入
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

食
堂
が
ま
っ
す
ぐ
に
な
り
、
胃
も
活
動

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

作
り
ま
す
。
お
互
い
が
料
理
を
す
る
こ

と
で
、
そ
れ
だ
け
食
生
活
も
豊
か
に
な

る
と
い
う
寸
法
で
す
。

私
の
体
験
か
ら
思
う
に
、
自
分
で

作
っ
て
食
べ
る
こ
と
は
、
食
育
基
本
法

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
ま
さ
に
生

き
る
こ
と
の
基
本
で
あ
り
ま
す
。
男
性

自
身
も
料
理
を
す
れ
ば
、
運
動
に
な
り

ボ
ケ
防
止
に
も
な
り
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
の
妻
の
苦
労
も
分
か
り
感
謝
の

念
も
わ
き
ま
す
。
同
時
に
、
多
少
な
り

と
も
家
内
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
、
そ
の
結
果
夫
婦
と
も
に
長
生
き
が

で
き
、
一
挙
両
得
に
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
「
男
子
も
お
お
い
に
厨
房
に

入
る
べ
し
」が
私
の
結
論
で
あ
り
ま
す
。

※
最
近
は
ま
っ
て
い
る
料
理
を
紹
介
し

ま
す
。「
キ
ャ
ベ
ツ
の
薄
切
り
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
ソ
ー
ス
和
え
」（
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
大
さ
じ
5　

砂
糖
大
さ
じ
2　

酢

大
さ
じ
1　

塩
コ
シ
ョ
ウ
少
々
）
を

細
切
り
に
し
た
キ
ャ
ベ
ツ
と
和
え
て

出
来
上
が
り
で
す
。
え
び
・
鮭
な
ど
、

好
き
な
物
の
揚
げ
焼
き
を
乗
せ
る
と

良
く
合
い
ま
す
。

食
べ
や
す
く
す
る
工
夫
を

か
み
づ
ら
か
っ
た
り
、
飲
み
込
み
に

く
か
っ
た
り
す
る
と
、
食
べ
な
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
食
べ
や

す
く
す
る
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

▽
葉
物
野
菜　

繊
維
が
強
い
の
で
、
切

っ
て
軟
ら
か
く
煮
ま
し
ょ
う
。

▽
肉　

小
さ
目
に
切
る
。
食
べ
な
い
と

き
は
、
肉
の
種
類
を
変
え
て
み
ま
し

ょ
う
。
肉
に
よ
っ
て
は
、切
っ
た
後
、

酒
や
み
り
ん
な
ど
の
調
味
料
を
ま
ぶ

し
て
、
し
ば
ら
く
お
い
て
か
ら
調
理

す
る
と
軟
ら
か
く
な
り
ま
す
。

▽
魚　

食
べ
な
い
と
き
は
、
種
類
を
変

え
て
み
ま
し
ょ
う
。
繊
維
を
切
り
、

煮
た
り
、
フ
ラ
イ
や
か
ら
揚
げ
な
ど

に
し
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

▽
麺
類　

適
度
な
長
さ
に
切
り
ま
し
ょ

う
。長
す
ぎ
て
も
短
す
ぎ
て
も
フ
ォ
ー

ク
に
絡
み
に
く
く
食
べ
に
く
い
で
す
。

▽
い
も
・
パ
ン
・
卵
な
ど　

口
に
入
れ

た
と
き
に
唾
液
を
吸
っ
て
し
ま
う
の

で
、水
分
を
加
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

ス
プ
ー
ン
・
箸
な
ど

ス
プ
ー
ン
な
ど
が
う
ま
く
使
え
な
い

と
食
べ
る
こ
と
に
飽
き
た
り
、
嫌
に
な

っ
た
り
し
ま
す
。
使
え
る
よ
う
に
な
る

ま
で
に
は
、個
人
差
が
あ
り
ま
す
。「
つ

か
む
・
つ
ま
む
・
す
く
う
・
ひ
ね
る
・

に
ぎ
る
」
な
ど
の
、
食
事
に
必
要
な
基

本
的
な
動
き
が
で
き
る
よ
う
に
、
手
や

指
の
使
い
方
を
育
て
る
手
助
け
を
し
ま

し
ょ
う
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

子
ど
も
の
食
事
の
こ
と
で
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
各
保
健
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問健健康推進課保健予防係

481･0726 681･0703

健
康

情
報

づ

く
り

今
月 の

レ
シ ピ材料（4 人分）

わかめ　50㌘（もどした状態で）
玉ねぎ　中 1/2 個
　　みそ　大さじ 1
　　砂糖　大さじ 1 弱
　　酢　大さじ 1/2

作り方
①玉ねぎは細めのくし切りにして、レンジで 1 分（600w）

加熱して冷ます。
②わかめは食べやすい大きさに切る。
③ a のみそ、砂糖、酢を混ぜて、わかめと玉ねぎを和える。

紹介者　農村生活マイスター

小
お ぐ ち

口 豊
と よ こ

子さん
（豊科南穂高　）

玉ねぎとわかめの酢味噌和え

玉ねぎは、新鮮なうちは生のままでも甘くサラダで
おいしく食べることができます。

日がたつと辛味が出てきますが、熱を通すと甘味が
増しておいしく食べられます。煮たり、焼いたりして
料理に使ってください。

風通しがよく、日の当たらない場所につるせば、2 月
ぐらいまで保存できます。

時間 生活内容

午前 6 時 起床

　 　
7 時 食事

　 　+ 牛乳
　 　

9 時 30 分 間食

　
牛乳

　+ 果物
　 　

　
遊び
散歩

　
　

正午 食事
　 　+ 牛乳
　 　
　 睡眠
　 　

午後 3 時 間食

　
牛乳

　+ 果物
　 　

　
遊び
散歩

　 　
　 　
6 時～ 7 時 食事
　　 　
　 　
8 時～ 9 時 睡眠

いただきます

おはよう

いただきます

いただきます

おやすみなさい

★あいさつで遊びと
食事の区切りをつ
けましょう

正しい姿勢
①背筋を伸ばす。
②おなかと机の間をこぶし

1 つ分開ける。
③足の裏は、しっかりと床

につける。
※足元に箱などを用意し、

足が床に着く状態にする。
④ひじの高さがテーブルの

高さと同じくらいになる
ように調節する。

※ 2 ～ 3 歳児が食事に集
中できるのは、長くて
30 分くらいです。

●１日の生活リズム

食
育
コ
ラ
ム

男
性
の
料
理　
―
男
子
も
お
お
い
に
厨
房
に
入
る
べ
し
―

保
ほ た か

髙　英
ひ で お

雄さん
（穂高柏原）

�
�
�

ａ

体の目覚め

頭の目覚め
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8月 (August)の予定

13日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※メール相談も受付中。詳しくは以下のホームページにアクセスを。
　http://usc.or.jp

22日（金） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）
※ 40 歳台前半までの自己分析や就職活動にお悩みの方、ご相談ください。

8 月の各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

28日（木）	（予約日：21日（木））
場穂高支所　大会議室
13：30～16：30　※1人20分、定員8人
問市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）
※電話予約…予約日の9：00～12：00
※定員8人を超えた場合は抽選（先着順ではありません）
※係争中のもの、すでに弁護士に相談中の事項はお受けできません。

弁護士会による無料法律相談  要予約

介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

場問北部地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科支所内）
　　（℡72-9986・FAX72-8340）
場問南部地域包括支援センター（三郷支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

子ども･母子家庭･女性の相談 要予約
平日　時 8：30 ～ 17：00
場問子ども支援課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。

場問消費生活センター（穂高支所１階）
　　（℡直通71-2100、携帯090-5203-2011、代表82-3131・FAX 82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

8 月の休日当番医 （変更になる場合があります。）長野県休日・夜間緊急医案内サービス　 0570-088199

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

8 月の児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※市内 9つの児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

わかもの就職サポート相談会　時13：30 ～ 16：30  要予約

3日（日） 10日（日） 14日（木・盆休）15日（金・盆休）16日（土・盆休） 17日（日） 24日（日） 31日（日）
村 山 医 院
82-2101［穂高］

伊 藤 医 院
62-2051［明科］

塔の原　内川医院
81-2121［明科］

穂 高 病 院
82-2474［穂高］

堀 内 医 院
82-3324［穂高］

穂高ハートクリニック
50-6731［穂高］

追分クリニック
82-2129［穂高］

古 川 医 院
82-4385［穂高］

山 田 医 院
72-3207［豊科］

髙 橋 医 院
82-2561［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

せき泌尿器科クリニック
82-0666［穂高］

中 田 医 院
82-2339［穂高］

石 田 医 院
72-2766［豊科］

神谷小児科医院
72-5162［豊科］

土屋クリニック
71-1811［豊科］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

こばやし内科クリニック
71-1117［豊科］

こうの内科循環器科
71-5881［豊科］

ふ じ も り 医 院
72-2011［豊科］

池 田 医 院
77-2055［三郷］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

丸山内科クリニック
72-6188［豊科］

楢 本 内 科 医 院
73-0616［豊科］

上 月 歯 科 医 院
82-7530［穂高］

市 川 歯 科 医 院
72-2116［豊科］

山本歯科クリニック
84-0004［穂高］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

スマイル歯科クリニック
88-3221［豊科］

け や き 歯 科
72-7272［堀金］

大 谷 歯 科 医 院
72-8858［豊科］

佐野歯科クリニック
82-2073［穂高］

教育に関する相談

いじめ相談ホットライン	 時 8:30 ～ 17:15
毎週月～金曜日
場問教育指導室（教育委員会事務所）（℡62-3521・FAX62-5721）
教育全般（子育て・学校生活・不登校・発達障害など）	 時 10:00 ～ 16:00

毎週月～金曜日　※ 1 日～ 17 日は除く（移転作業のため）

場問教育相談室（堀金公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）
※電話相談可。まずはお電話ください。

21日（木）　時13：00～15：00（相続・遺言手続・成年後見等）
場豊科交流学習センター「きぼう」学習室1
問長野県行政書士会松本支部（℡33-7166・FAX32-0151）
※開催日の2日前までにご予約ください。

行政書士による無料相談   要予約23日（土）場豊科交流学習センター「きぼう」
問法務局松本支局（℡32-2571・FAX32-2572）

人権特設相談所　時10：00 ～ 15：00 

４日（月）・★ 25日（月）	 時 13：00～16：00
場堀金憩いの里うらら（℡73-5288・FAX73-5775）
５日（火）・★ 26日（火）	 時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
６日（水）・★ 27日（水）	 時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
７日（木）・★ 28日（木）	 時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
８日（金）・★ 29日（金）	 時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…市民生活部　市民相談室（℡82-3131・FAX82-6622）

母乳・育児相談 ※母乳相談は要予約　時 9:30 ～ 11:00

	７・21日（木）	場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
	 19日（火）	場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
	 26日（火）	 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
	 27日（水）	場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
	 28日（木）	場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

精神科医による精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～

4日（月）・7日（木）・11日（月）・18日（月）・25日（月）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

児童・思春期精神保健相談  要予約 	 時 14:00 ～
14・21・28日（木）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

精神科医による依存症相談  要予約 	 時 13:30 ～
1日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

 あずみ野断酒会	 時 19:00 ～ 21:00
6・13・20・27日（水）　※ 6・20 日は家族会

場豊科交流学習センター「きぼう」2 階
問健康推進課保健予防係（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 18日（月）	 10：30 ～ 10：50
	 観劇会	 19日（火）	 10：30 ～	 風の子バザール（劇団名：劇団風の子）
	 ★劇団風の子さんによる舞台劇（人間劇）です。夏休みの最後に一緒に楽し
	 みませんか？ぜひ、児童館までいらしてください♪

	 育児相談	 29日（金）	 10：30 ～ 12：00

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ （おはなしムーンさん）	 21日（木）	 11：00 ～ 11：30
	 育児相談	 22日（金）	 10：30 ～ 12：00
	 流しそうめん＆お楽しみゲーム	 23日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：30人　持ち物：帽子・飲み物・おわん・
	 箸　★楽しいゲームや流しそうめんをします。

	読み聞かせ （コロボックルさん）	 28日（木）	 11：00 ～ 11：30
	みんな集まれ！夏祭り	 29日（金）	 10：00 ～ 11：30

	 要予約 100円  定員：30組　持ち物：帽子・飲み物　★楽しい出店や催し
	 物もありますのでご参加ください。

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

	 卓球教室	 ２日（土）	 14：00 ～ 15：00	 西村佐保子さん	
	 対象：小学生　★西村先生から卓球を教えてもらって卓球上手になろう

	 育児相談	 22日（金）	 10：30 ～ 12：00	 小川原容子さん

	読み聞かせ（おはなしムーンさん）	 25日（月）	 11：00 ～
	 チャレンジタイム	 30日（土）	 10：00 ～ 12：00	 野外活動「カレー会」
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：15人　持ち物：軍手・スプーン・カレー
	 皿・帽子・飲みもの　★くど窯で火を焚いてカレーを作って食べましょう。

TEL・FAX83-5494
■休館日／日曜・祝日★穂高北部児童館

	読み聞かせ	 1・8・22日（金）	 11：00 ～ 11：20
	 第1・4週はおはなしどりぃむさん 　第2・3週は坂井節子さん

	育児相談	 ８日（金）	 10：30 ～ 12：00	 （相談員：丸山篤子さん）
	 ★丸山篤子さんが寄り添ってお話を聞いてくれます。ホッとできるひと時を。

	身体測定日	 ８日（金）	 10：00 ～ 12：00
	 チャレンジタイム	 23日（土）	 10：30 ～ 12：00	 クレープ作り
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：10人　持ち物：エプロン・三角巾・飲
	 み物　★自分でクレープを焼いてトッピングして食べよう！

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-０１８６
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ	 ４日（月）	 11：00 ～ 11：30
	 ★読み聞かせボランティアさんによる絵本・手遊びなど親子で楽しんでくだ
	 さい。

	 チャレンジタイム	 ６日（水）	 10：30 ～ 11：30
	 要予約 100円  対象：小学生以上　定員：10組　★かわいい小物作りに挑
	 戦してみませんか。ボランティアさんが丁寧に教えてくださいます。

	育児相談	 21日（木）	 10：00 ～ 12：00
	 ★相談予約受け付けます。直接児童館に連絡して下さい。

	読み聞かせ（スマイルさん）	 22日（金）	 11：00 ～ 11：30	 ★楽しいパネルシアターなど。

TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日★穂高西部児童館

	育児相談	 １日（金）	 10：30 ～ 12：00	 相談員：荒深たつ子さん

	身体測定	 １日（金）	 10：00 ～ 12：00	 ★ねんねの赤ちゃんも計れます！

	読み聞かせ （おはなしどりぃむさん）	 11日（月）	 11：20 ～ 11：40	 ★どんなお話かな？

	 チャレンジタイム おばけやしき	 12日（火）	 10：00 ～ 11：30
	 要予約  定員：10名程度　持ち物：飲み物　★おばけ役をしたい子は準備を
	 お願いします。

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

	 チャレンジタイム 流しそうめん会	 ２日（土）	 10：30 ～ 12：00
	 要予約 100円  対象：小学生　定員：20人　持ち物：飲み物、帽子、お椀、箸
	 ★みんなで流しそうめんを楽しみましょう♪そうめん以外も流れてきます。
	 お楽しみに！

	育児相談	 22日（金）	 10：30 ～ 12：00

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

	読み聞かせ（おはなしどりぃむさん）	 20日（水）	 11：00 ～ 11：20
	 育児相談

	 22日（金）	 10：30 ～ 12：00	 相談員：荒深たつ子さん

	 身体測定	 22日（金）	 10：00 ～ 11：30

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

	 お話の時間 ひばりの会さん	 21日（木）	 16：00 ～
★楽しい話、すてきな話、たいせつな話をみんなで観たり聞いたりしましょう。

	 育児相談 （相談員：丸山篤子さん）	 27日（水）	 10：30 ～ 12：00
	 ★相談員さんにゆっくりお話を聞いてもらいましょう♪ほっと安心できます。

	 チャレンジタイム	 30日（土）	 10：00 ～ 11：30
	 作ろう、遊ぼう！！ スライム＆オリジナルキーホルダー
	 要予約 　対象：小学生以上　定員：30 人程度

教育相談室の閉室・移転のお知らせ

　豊科公民館内の教育相談室は、豊科公民館改修工事のため堀金公民館に移転します。移転作業に伴い下記
の期間中は閉室いたしますので、閉室期間中の教育に関するご相談は教育指導室までご連絡ください。
●閉室期間　８月１日（金）～８月 17 日（日）※移転作業のため。
●開　　室　８月 18 日（月）～
●移転期間　平成 26 年８月 18 日～平成 28 年３月 31 日（予定）
問学校教育課教育指導室（教育委員会事務局内）　462・0133
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人口 	 98,769人（	－70）

	男 	 47,878人（	－46）

	女 	 50,891人（	－24）

世帯 	 38,057世帯（	－17）
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本 　 庁 　舎	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4932番地46	 TEL 0263-71-2000	 FAX 0263-71-5000
豊 科 支 所	 〒399-8205	 長野県安曇野市豊科4340番地	 TEL 0263-72-3111	 FAX 0263-72-8340
穂 高 支 所	 〒399-8303	 長野県安曇野市穂高6658番地	 TEL 0263-82-3131	 FAX 0263-82-6622
三 郷 支 所	 〒399-8101	 長野県安曇野市三郷明盛4810番地1	 TEL 0263-77-3111	 FAX 0263-77-6060
堀 金 支 所	 〒399-8211	 長野県安曇野市堀金烏川2750番地1	 TEL 0263-72-3106	 FAX 0263-72-4900
明 科 支 所	 〒399-7102	 長野県安曇野市明科中川手6824番地1	 TEL 0263-62-3001	 FAX 0263-62-4747

古紙配合率 80％
再生紙を使用しています。
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！

本年も色とりどりの 1 万 2,000 発の
花火が安曇野の夏の夜空を彩ります。

Information
有料観覧席チケット ［料金］Ｓ席 5,000 円、
Ｃ席 1,500 円、ファミリーチケット（４枚組）
5,000 円［販売・申し込み］セブンイレブ
ン各店マルチコピー機、市商工会各支所で
販売。無くなり次第終了。
駐車場　［場所］明科中学校、龍門渕公園駐
車場 ［料金］ 1 台 1,000 円（安全対策施設
協力費として）
交通規制　午後３時から会場周辺地域で行
います。（交通規制図参照）
シャトルバス　［料金］500 円（帰路は無料）

［乗車場所］各駐車場から利用できます。①
穂高北穂高・青木花見産業団地（GAC 穂高
工場、島新精工㈱、㈱サン工機、㈱ポテト
デリカ）　②豊科田沢・エプソンイメージン
グデバイス㈱
※会場までは、できるだけシャトルバスか

公共交通機関をご利用ください。
当日問い合わせ
40180・99・3936（8/12 ～ 14）
※番号のかけ間違えにご注意ください。

安曇野花火実行委員会ホームページ
http://sites.google.com/site/azuminohanabi/

問実行委員会事務局
（穂高支所内観光交流促進課）
482・3131 ㈹ 682・6622

明科支所

宮本

中耕地

塔ノ原

東栄町

明科高校入口

※大会を安全に運営するため、昨年より規制範囲が広くなっていますのでご注意ください。

車両通行止め区域
（自転車・許可車両を除く）
17：00～22：00

明科建材

８月14日（木）
【時間】午後７時～９時　雨天決行（荒天中止）
【会場】明科犀川河川敷内御宝田遊水池周辺

交
通
規
制
図

第８回

安曇野花火
テーマは「輝け！安曇野」


